On the Fa-hua-ching-tsan-shu 法華纉述 by Ji-guo-si Hui-jing 紀国寺慧浄(1): Based on Stein collection S.6494 by 金 炳坤(慧鏡)
紀国寺慧浄の 『法華経絡述』考(1)（金）
紀国寺慧浄の『法華経績述』考（1)
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一、はじめに
紀国寺慧序（CE.578-645<1 l）の撰した 『法華経績述（2)J （以下、 『績述』） 十
巻については、栖復集（CE.879）『法華経玄賛要集J（以下、 『要集』）巻第一
に 「今此講者。是後秦弘始七年。鳩摩羅什三歳。誇出妙法蓮華経七巻。或八巻。
六寓九千七百五十四言也。 然造疏。 前後十九鈴家。 盛侍於世者。 ~p天台紀園嘉
祥慈恩也。天台疏名文句。紀園名讃述。嘉祥疏名義記。慈恩疏名玄賛。今之講
者。即慈恩疏也。」（SZ.34no目638p.171b, l.5-10）と、また、巻第六に 「言浄
法師者。紀園慧減法師也。」 （SZ.34no.638 p.308b, l.23）とあるように、九世
紀には、天台 ・三論 ・法相といった各宗派を代表する高僧達の著疏と肩を並べ
るほど、確固たる地位を確立していたようである。
憾むらくは現在 『績述』そのものは散逸して伝わらないが、その盛行ぶりは、
慧詳撰（CE.VIII)『弘賛法華侍』をはじめ、朝鮮半島では、義天録 （CE.
1090）『新編諸宗教蔵線録』に、日本では、平俳録（CE.914）『法相宗章疏』・
永超集（CE.1094）『東域侍燈目録』・歳俊撰 （CE.1176）『注進法相宗章疏』な
どの書目（3）に記載されるとおりであ り、法華章疏にあっては、基（CE.632-
682）撰『妙法蓮華経玄賛J・義寂（CE.VII-VIII）釈義一撲 『法華経論述記』
（以下、 『論述記』） ・敦燈文書の 『法華問答（4)」（以下、『問答』） ・智雲
(CE.VII)撰 『妙経文句私志記』・従義（CE.1042-1091）撰 『天台三大部補注』
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などからその引用が散見される。とくに、前掲の 『要集』のなかには、 「紀園
（云）」八卜一箇所 ・「（慧） 浮法師 （疏云）」八箇所と、引用の確認できる章疏
のなかでもその引用回数が最も多く、そのため慧浄の法華経観並びに彼の著
『績述』の一端を知りうる恰好の史料といえる。
二、新発見史料の検討
本稿で取り上げるスタイン蒐集の敦煙文書［S.6494］は、幾多の目録（5）によっ
て、すでに知られたとおり、作者未詳・不知題の 『法華経疏』である。しかし、
翻刻公刊されていないためか管見の及ぶ限り、関連研究は皆無といってよい。
したがって本稿では、散逸した慧伊の 『績述』と密接なつながりのある本史料
を学会に提供するために、 一、当該写本の翻刻を行うことと、人師の名（6）が
見当たらない当該写本の成立事情を解明するために、二、経典・論書からの引
用箇所を明確にすることとをその目的とする。
当該写本は、その影印が 『敦；埋賓蔵』第47冊に収録されており、そのタイト
ルに 「斯六四九四競 妙法蓮華経論義第一品至第三品 （擬）」（p.422）とある
ことから、本稿ではこの書名を採用し、以下、略称して 『論義』とする。
『妙法蓮華経』との対応関係について、四九五行からなる 『論義』に見られ
る 『妙法蓮華経』の最初の経文は、序品の 「僧祇劫爾時」（T.9no.262 p.3c, l.18 
・S.6494p.l, l.2, l.4）であり、最後の経文は、 密日食品の 「輩交横馳走」（T.9
no.262 p.13c, l. 26・S.6494p.26, l.495）である。
論述形式については、一品が完備する方便品に関してのみいえば、 『妙法蓮
華経憂波提合』（以下、『法華論』） の科段に準じた、 『法華論』の主要タームが
満遍なく見出される、そして地の部分においては、既知の注釈書とは異なり、
独自の解釈が施された、いわば、 『法華論』の新たな注釈書ともいうべきもの
である。とくに、方便品のはじめの部分までが現存している 『論述記』の場合、
序品の釈文において 「浮 （法） 師云Jとして、慧!'ftに帰される説が三箇所に引
( llO) 
紀国寺慧浄の 『法華経縦述』考(1)（金）
用（刊されているが、 『論義』には、序品の前半ほとんどが欠損しているため、
これを対比しえない。ともあれ、このことから、『法華論』に対する慧浮のコ
メンタリーが存したことが推測できる。
慧浮の現存書並びに散逸した 『績述』との関連性については、慧浮述 『阿粥
陀経義述」（S.6494p.3, l.43-44）と、惑浮撰 『温室経疏』（S.6494p.3, l. 60) 
とにほぼ一致する文例が見られ、かっ 『要集』にヲ｜かれている慧序の説ともほ
ぼ一致する文例 （S.6494p.3, l.56 -p.4, l.65, p.22, ll.419-422）が多数確認でき
る。ただし、 警H食品に、道世撰（CE.668）『法苑珠林』と類似 （S.6494p.23, l. 
442 p.24, l.456）する文例（8）が見出されることから、 『論義』は、慧浮の 『績
述』そのものではな く、おそらく、それ以降に 『績述』をベースにして製作さ
れた 「敦燈の修治本」と看倣したほうが妥当であると考えられる。しかしなが
ら、アビダルマ論書からの引用 （類似文例を含む・S.6494p.4, l. 7880, p.10, 
l.197-198, p.12, l.227-229）は、玄焚 （CE.602-664）の新訳ではなく、旧訳に
類似することが指摘できる。
特筆すべきは、同じく敦燥文書である 『問答』と 『論義』とでは、共通する
文例が数多く見られることである。なお、その傾向は響H食品の 「法華七倫」の
釈文においてさらに顕著になる。しかしながら、同文例を有する両者の先後関
係（制は、現段階では判断できなL、。また、 『論義』の翻刻による印象からする
と、両者は互いの誤字脱字を補L、合えるような相互補完関係にあるように見え、
下敷きとなったなんらかの文献 〔＝ 『績述』・「敦爆の修治本」〕 があって、そ
れを適宜に書き写したものの如くである。すなわち、両者はその素材において
同様のものが使われていた可能性が極めて高L、。したがって、以下のような展
開を想定することができる。
『績述』ー→「敦爆の修治本」ー→『問答』・『論義』
以上、先述してきた諸相により、スタイン蒐集の敦短文書［S.6494］の素材
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こそが、散逸して伝わらない慧序の 『法華経緯述』であると推論することがで
きるのである。
以下、本稿では 『論義』の序品及び方便品まで （S.6494p.13, l.243）の翻刻
を掲載し、 警H食品の翻刻及び異体字一覧を含む研究編は次稿に譲りたい。
【凡例】
一、当該写本の翻刻には、 『敦；檀賓蔵」第47冊の422頁から434頁までに収録さ
れている影印を使用した。また、原文の漢字は既刊書との比較検討の便宜
をはかり、可能な限り旧字体に改めた。
一、引用文献 ・文例の調査に当たっては、とくに、慧序の現存書 ・『法華経玄
賛要集』・『法華問答』に重点をおき、本文に対応する経典・論書からの引
用箇所はその原文を註に、また、 該当箇所には下線を引いた。
一、原文の翻刻に用いた符合は以下のとおりである。
「P.13_242(23）」 〔P.13－ 影印の頁数 （各頁の＊の附いた行が頁の始
まりである）。＿242一 合計四九五行中二四二行目。（23) 行の文字数。〕
口一 欠損 ・破損のために判読できない文字。 O 判読できない文字
（異体字など）。々 一 原文のおどり字 （すべて補って記した）。レ 写
経者による返り点。｛｝ 写経者による添字。［］一 筆者による補填。
三、序品
P.01_001(02）：口口
P.01_002(09）・（9）僧祇者此云不可数口
P.01_003(11) 阿僧祇劫復数阿僧祇劫白
P.01_004(16) . oo＞爾時有仰 名目月燈明例下言希也至口
P.01_005(20）・（I）上根因之以得［道］如日明中根因之以得道如月明 口
［倒］
P.01_006(20) : <12＞加賀道来故名如来懸受供養故名店長供智不顕口。
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P.01_007(25）：戒定慧具名明行足不還生死名局善逝知世間解相名｛世｝間解
P.01_008(25）：解善説安穏道名無上士以三乗法度人名調御丈夫［天］人師能
覚
P.01 009(22）：煩悩睡故名仰最上鹿住名世尊 （川演説正法初中後善者
P.01_010(21)：初善聞時生信也中普思時生喜也後善惰時生賢也
［崎］
p .01_011 (22）・州其義深遠者深合世帝 （印其語巧妙者巧則易受妙則易解
P.01_012(25) : (JG）純一無雑者所生行健外道無純一例法故言無雑 （！？）具足清白
者
P.01 013(25) ：断惑固故具凡夫不能断故在皐身中馬清白性浮故無筆身口
［曳］
P.01_014(25）：篤白無垢海故 (18）党行之相者党浬繋由清浄故行是道諦趣埋口
P.01_015(24）・故 道是究家行緯故名相 （＼9）姓頗羅堕者 此云利根 （叩｝時曾聴者
口
P.01_016(24）：坐ー慮六十小劫身心不動諜例所説謂如食頃者 。I）智度論云
p .01_017 (24）・菩薩論云有不可思議云三昧令多時作少解少時作多解 （22）此
p .01_018 (28）：三昧有三 能ー轄色不轄心 二縛心不縛色 三鴇色亦轄心 ー轄色
不車専
［間］ ［量判 ［地］
P.01 019(24）・心者如慶大地局金銀如敗海水矯O酪池水 賓縛衆生心不
P.01 020(27) .縛而得取矯受用 二縛心不轄色者如申七日以寓一劫令謂一劫
或
P.01_021 (28）：促一劫篤七日令彼謂篤七日此轄心時無健故如中山美酒ー醇
千日
［？］［械］
P.01_022(26) : 0謂一寝巳歴三年此即以酒蒋心以長馬短 ω下経云有人好夢
見
P.02_023(26）：作例干高億劫篤衆生説法 此即以夢縛心以短局長 況聖人神力
P.02_024(26）：轄心也 削三縛色亦縛心者如禰レ須入芥子無所増減 須粥入芥子
[J,l] 口
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P.02 025(24）：稗色無所増減是轄心轄色謂大色潟小色轄心謂衆生作白
P.02_026(24）：禰解 （却智度論説惰多羅輿帝線戦敗遁入鶏総孔中又日外道
P.02_027(24）：党志非有智慧直以薬草呪術能縛人心 案修羅能車専大色篤
P.02_028(23）：小色党志能轄善心篤悪［心］況菩薩神力縛於色心宣矯難也
P.02 029(26）・側然若色若色 二各有三轄自或轄自不轄他不縛自或他レ自倶
韓関
P.02_030(25）： 益不定今言六十小劫謂如食頃 謂如食頃者是輔心不轄色於
P.02 031(27）・轄心中是自他倶縛仰轄自心六十劫解 多時説法華故復縛他心
作
p .02_032 (23）：食頃解 不違衆生寄限故如此等事並不可思議 （27）多［陀］阿伽度
［訓］
P.02 033(22）：者如来阿羅町此云謄供 三窺三例陀者此云矯正遍知
四、方便品
P.02_034(10）： 妙法蓮華経方便品第二
P.02_035(26）・側自下一十九品明経鵠方便一品標宗 略説篤利根故後八レ十品
開
P.02_036(24）：宗風：説篤鈍根方使者立教正直震方善逼機宜矯 便此品略
P.02_037(26）：讃法師四徳康引弟子三根瑳二執之近疑倣一道之幽路即此加
P.02_038(27）・来立大｛方｝使故以矯名此品 側論開五分破二明一 案五分 山一
歎法分 間二
P.02 039(25）・歎師分 。）三疑請分 出四授記分 自五断疑分 II」歎法分者標所明
之 ？二［歎］
P.02一0刊（25) 師分者示能明人［レ］之 疑［レ］
分者 亦能
P.02_041(26）：破執之一道 出五断疑分者 線定時慮通明受五分既周則一乗略現
P.02_042(20）：故日五分破二時一 側爾時世尊従三昧安祥市起者
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［笥］
P.03 043(21）・起由自力無能O動故目安祥 告舎利弗者 川身子雄才
［？］［炎： [itl］ 「聞
P.03 044(24) : 00神慧O悟告者往也如来一問千解是故告也不告菩薩
P.03_045(23）：舎利篤授聾間記也 （32）諸例智恵甚深無量者歎護法也唯併
P.03_046(25）：濁有名智恵齢人不測名深無量 其智恵門難解難入者 一切整
P.03 047(22）：聞昨支仰所不能知 Ill畑）下歎数法教能生智名智恵門聾聞
P.03 048(25）：縁質散心不解定心不入即不共甚深同也所以何 レ者仰曾親近
P.03_049(19）：百干高億無数諸仰者 承力持経即l議諦甚深也
P.03_050 ( 23） ： 蚤行諸例無量道法者依経進道~P ＇筒行即甚深也 勇猛精
P.03_051(23）： 進者進道果縁即 3果行甚深名檎普問者果名流振論者福
P.03_052(24) : 4増長功徳心甚深也成就甚深未曾有法者所得未曾層於築
P.03 053(22）：道mP決妙事心甚深也随宜［所］説法意趣難解者 健授法如
P.03 054(24）：石投水即7入甚深也会利［弗］吾従成仰己来者 12州）下歎師徳四
1一住
P.03_055(27）：成就 2二教化成［就J3三功［徳］成就四畢寛成就 1四説成就
I (35）此歎住成就住者趣
［従］
P.03_056(26）：也 吾徳成例己来者住也即神通化若衆生善根市I積心水梢登者
P.03 057(26）：悌感市遂通恵日j折感所以上退一生 下流八相馬三病之良醤
作
P.03 058(22）：四之慈父斯馬身住也種種因縁種種響喰庚演言教者
P.03_059(23）：口住也即説法化前難身［レ］現丈六但可観相生善若不不敬
p .03_060 (24）：弘九部無以態答取悟所以 （附暢四嬬於舌端流八音於繋表開
［邪］
p .03 061 (24）： 三乗之正路 塞師之耶轍欲使之者 識是以知非行之者従普
P.03 062(21）： 市棄悪斯鶏口往也無数方便引道衆生令離諸着者
P.04_063(22）：住也即興念化前難口業説法只得薄薄開其解若不意
P.04 064(24）： 道器加由漸進其行是故更加之以三力進之以位欲使未得
P.04 065(20）：功徳念念市増惰巳得功徳新新而不退斯魚住也
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P.04 066(21）： 所以者何如来方便知見波羅密皆巳具足者 宰此歎教
P.04 067(23）： 化成就也教化以六通局方中五通是天眼是見此皆具足
P.04 068(21)：故教化成就 舎利弗如来知見康大深遠無量無擬力
P.04 069(20）： 無所畏 騨定解脱三昧者 3嘆功徳皐寛成就也前是
P.04 070(21)：レ見化智今見レ知是護智照無不遍放言廃超遁下乗放
P.04 071(20）：言大 二乗不能窮其底故言深菩薩未レ亦通其際故
P.04_072(21)：言遠無有量巳過量 故言無量 擬巳憲無擬放言無凝
P.04_073(24）： 此是謹鰻力是十力無畏是四無畏此是謹果｛蹄）之解脱三昧
P.04 074(20）： 此是謹国語樫成放言惑郭義也能伏皇室聞縁費謹
P.04_075(20）： 果成故智郭輩能伏天魔外道誼因成定郭霊能局
P.04_076(23）・ 二智依慮是名功徳畢寛成就深入無際成就一切未曾有
P.04 077(22）：法 ＜：3；）下説成就也 自有六章 此歎法門成就也無際者謂法
［免］
P.04_078(21）： 界 是法門生因離前際中故言無際 （刷費聞如菟度河 是
P.04_079(23）：混入縁質如馬度河是中入 如来鴻度河是爵深入深［入］無際
P.04_080(23）：者 謹理也成就一切者流数也 舎利弗如来能種種分別巧
P.04 081(22）：説諸法言僻柔軟悦可衆心者 8此歎言語成就也如来内
［ワ］ ［俊］
P.04_082(24）：有無磯之智外有無方之辞於レ能一義立無｛0｝義名能以ー名
P.05_083(23）：説無量義放言種種分別引事比方轄其刑勢静｛Q｝成易談
P.05_084(23）：深即漫是爵巧説諸法整和字句流縛成文故日言辞韻調
P.05 085(20) ：含岨溢閏檎局柔軟問者心欣市悦無所弾序詩可
P.05_086(22) .舎利弗取要言之無量無迩未曾有法例悉成就止舎利
P.05_087(24）：弗不須復説者 3此歎相［成］就也止舎利弗以唱説相其猶鳥飛
伏
P.05 088(24）：獣榔必縮 以取勢故如来亦爾欲説先止以要請故 未曾［有法例］悉
成［就］
P.05 089(24）・者 側五唱正由不須説者 即要請之相開如来智周高物慈治四
( 116) 
紀国寺主主浄の 『法華経縦述』考（1)（金）
P.05_090(22）：生何不嘗機市即説更唱止以要請耶 答洪銭難響 必得
P.05_091 (22）：撃而方鳴大聖難慈亦因請市方説若無請而説或自讃
p .05_092 (23) .之議有請方談令生企道之教 (40問 若示菩薩不請之久如来
［楯］
P.05 093(22）：無問自説川既相鉾椅何以舎通答 此篤至道幽道綴因知
[.•Jl 
P.05_094(22）：和寂 故篤開基而略説生其疑路以来請耳 問 摩可般若
p .05_095 (22）：窮貫相之彼岸大般浬繋究併性之源底妙法蓮華量一
p .05_096 (22）：乗之至於混貫則同日絶名曾答則倶柄難解何以摩詞
p .05 097 (24）・般若則無問而自説大般浬繋 則端棋而待請至於妙法蓮華
P.05_098(24）：初則自説後更待請答旨趣費雄市汲引不一 此白衆生根有
P.05_099(25）・利鈍致使如来説有柳揚所請 附殊途同踊百慮一致者也 所以者
P.05 100(25) ：何俳所成就第一希［有難解之］法者 l此歎堪成就也併所成就
故知併能説
P.05_101(23）：難解［之］法故我須請 唯仰輿例乃能究室諸法賓相者 5此歎無
P.06_102(24）：量種成就也 貫相是如来蔵 官余人不能究章 刷何以故 凡夫如盲
P.06_103(24）： 不見衆色 二乗如七日嬰児不見日輪 川如行菩薩 如眼病人見
P.06_104(24）： 雨月初七地菩薩有出入観異加夜電光彼三地菩薩磯郭未
P.06 105(21)：輩如羅繋中視併 地菩薩大明如浮眼見色 是故唯仰
p .06_106 (23）：究蓋乃堪説法所謂諸法如是相 ［如］是性如是健 如是力如是
P.06 107(21）：作知是因 如是縁 如果レ是 如是報 如是本末究寛等者
P.06_108(25) : 1此歎随順衆生意成也レ就 如来悉知一切法 有此十事故欲随順
P.06_109(24）：衆生意説法如仰知見無相矯相無分別智篤性唯一例乗馬
P.06_110(23）：鯉能破煩悩馬力教化衆生詩作正聞薫習篤因甚深法性
P.06_111(21)：寓縁 化身矯果日産身寓報同類因矯本流果篤末清浮
p .06_112 (22）：篤究寛 州爾時大衆中有諸費聞衆 山下第三［疑］請分也 開宗者
P.06 113(22）： 無説唱止者欲令致請 前既開宗 而唱止 今待請克 而方
P.06_114(25）：説是 故疑請也 （耐論有三決定義 i一決定義 2二疑義 3三依義
( 117) 
紀国寺慧浄の 『法華経績述』考(1)（金）
何事疑
P.06_115(24）：義 案決者レ定依自解脱放疑請也起依何事者依如来説起傍
P.06_116(25）・説一解脱義我等亦得此法到於浬繋者 II決［定］義也 ［｛弗］説ー解
脱［義］者是
P.06 117(24）：聖言量 我等亦得者是詮由此二量起レ放決定智市今不知是
p .06_118 (23）：義所趣者 2疑義也前説解脱不同異今説智恵不同故知也
P.06_119(26) : c刊爾時金利［弗］知四衆心疑自亦未了者 3依何事疑［義］也 昔説
二解不同依
P.06 120(24）：於昔同疑於今異 依於今異疑［於］昔同同異不定所以疑而不了
P.06 121(26) : c刷爾｜侍仰告舎利弗止止不須復説 ［若説］是事 一切世間諸天及
人皆富驚
P.07_122(28）：疑 附下第四授記分也 棚論云 白下依四事説 1一決言 決｛心｝輿
記也 2二因授言
P.07_123(26）・因生疑也 得三取授記言 根熟者取也 4四輿授記言 輿也此止ヲ
其カ
P.07 124(24）：因止止不須［復］説者 ’m1額決定意令取馬断五怖局利二人故
女日
P.07_125(24) .来有決定心 五怖者 lー 損驚怖謂定性聾聞此人昔聞小即尋
P.07 126(23) ：皇室以計貰今日聞大使誘有以爵無無誘在壊日損有違其
P.07_127(24）：驚怖也 2二多事驚怖 側謂退菩提心聾聞 此人本震大心怖求大
［置］
p .07 _128 (24）：果中間須行八高四千波羅密行復経三大阿僧祇劫時難O
P.07 129(23）：玄鼓持於流怯長波而自息故日多事驚怖也 串三顛倒驚怖
P.07_130(23）：謂外道凡夫法貫空寂本来無我無我計我日倒開設無我
P.07_131(22）：即驚故臼顛倒驚怖 ，4四［心］悔驚怖者謂態化撃聞斯乃権行
P.07_132(24）：大士情存引物貫非小市言難不悔市言悔就迩市談此悔即
P.07_133(24）：是怖故日［心］悔驚怖也 s五誼驚怖 謂増上慢撃聞此人聞如来
( 118) 
紀閏寺慧浄の 『法華経繍述』考(1)（金）
権
P.07_134(26）：言昔是今復言非翻是作此謂｛語｝角誼生怖故日誼驚怖也 二人
者
P.07 135(24）：即多事驚［怖心］悔驚怖人也 断怖約通記及五人利益約別記故
唯
P.07_136(23）：二種 3問断怖之輿利益若篤深浅市断怖約通記利益約別
［慣］
P.07_137(23）：記 答断怖者密興結縁信者亦結縁不信者亦結縁不信者
p. 07 _138 (24）：亦結縁浅所以通記利益者顕授其果根熟者可示未熟者不
P.07 _139 (22）：示深故所以別記 内関根熟者得益可言断怖未熟者無益
P.07 140(22）：無益云何怖断答根未熟者初即許其在座此謂巳結前
［後］
P.07_141(22）：縁今復援之令出更是防其後詩由結前縁終O超勝之
P.08_142(22）：繁由防後務交兎堕陥之災息慶未寧非怖断 九問如来績
P.08_143(24）：之令出可塞五千之誘 善根針而宣揚臆成勝意之罪答諸仰
［墜］
P.08 144(23）：則暁見機必知去而無誘所以筏之令出菩薩向濠龍O境
P.08_145(24）：未測去市無罪由封面宣揚E復去住倶起記誘則測封而宣
P.08_146(24）：揚住詩去不誘是嬢損之令出若説是事一切世間［諸］天［及］人
阿｛街
P.08_147(21）： 羅皆嘗驚疑者 2此顕（刊因授記謂因仰授記而生驚疑也
P.08 148(23）： 角間前来未曾授記驚怖何因市生答歎妙法功徳以開破二
P.08 149(26）：之宗今復止之令取即是明一之相破二明ー 即興通記雄別授且
P.08_150(25）：足相驚意有三一令根熟者重法 二令根熟者重人 ［三］令未
｛熟｝者避
P.08 151(20）：席舎利弗言 唯願之レ説是曾無数衆生曾見諸例聞
P.08_152(22）： 必受者奉因請也 論日第二請示現過去無量［諸］例数化衆
P.08 153(19）：生 （52)［仰］復止舎利弗若説是事増上日受］比丘将墜［於］大坑者
P.08_154(23）：引其縁力也前止杜其驚疑之怖今過其堕陥之災大坑阿
( 119) 
紀国ミ手当浄の 『法華経綴述』考(1)（金）
P.08_155(21)：鼻獄也今身起誘来生必堕故言将堕由能誘之罪既
P.08_156(19）：深則所堕之坑亦大恐生誘堕坑故止而不説也
P.08_157(22）：附爾時舎利弗言 刷唯願説之今此曾中如我等比世世巳来
P.08_158(19）：曾［従］受［レ］仰化必能［敬］信受者琴線請也請現例前奉過
P.08_159(20）：去傍若遠取之即大通智勝今奉現在例若近取之
P.08_160(20）：即緯迦牟尼智勝乃分結前縁日謝宜因力緯迦即
p .09_161 (23）：今方鏑化針自可以明縁而言世世己来従仰受化者緯迦
P.09_162(21)：曾是菩薩無始以要終奉過以明現耳放論三請示現
P.09 163(19）：在仰教化衆生 間爾時世尊告舎利弗汝以態勲 三
P.09 164(17）：請 量得不説至合同lj］弗［言］ 唯然世尊願梁欲聞者
P.09_165(21)：此明授記 3叩取［授］記者 願繁義如来将較授之唱先述取記
P.09_166(20）：懐レ之既府遂啓所以高勝願祭主日来許説即許輿身
P.09_167(20）：子願築即止取心求得決矯願情無退陥矯梁寛得
P.09 168(22）：方便矯欲一心注諜矯此正取記也 （57)［仰告］舎利弗如是妙法 事下
P.09_169(22）：岨）輿授記也論有六章 lー 未聞［令聞J2二説 3三者依［何等］義
，四者令［住J5五者
P.09_170(20）：依法 6六者遮 1此明未聞令聞也如是妙法者 下輿授
P.09_171(21)：記 奉所開之此顛未聞時乃説之者演以篤三此顕令
P.09_172(20）：聞所謂人需百歳之前玄音向静故日未聞 五濁嬰
P.09_173(22）：浸之後法雷如震 故日令開放下云 劫濁筒L時衆生垢重
P.09_174(21）： 於一例乗分別［説］三 然霊山巳［前］是権時 霊山巳後是顛時
P.09_175(18）：レ賓 今是行機時也優曇鉢羅華者霊華也輪華
P.09_176(20）：王出世霊華乃現諸仰出世法華方開霊華現故未
P.09_177(19）： 見者 令見法華開放未聞者 間汝等嘗信 仰之所
P.09 178(20）：信 仰之所説言不虚妄者 仰所説故未聞者令聞言
P.09_179(20）：不虚者故未信者嘗信会利弗 諸仰随宜説法至唯
( 120) 
紀国寺慧浄の 『法華経綴述』考(1)（金）
［泊］
P.10 180(18）：有諸例乃能知之者 2正説也 説三O一言近意
P.10 181(23）：非思量［分別］之所能解所以者何諸仰世尊 唯以一大事因縁［故］
出
P.10_182(23）：現於世者 α依義也 雄復説三魚ー出耳 一大事者 謂仰知見
［開］
P.10 183(22）：澗度一切事潟大也 開示悟入者 依田義説 問者依1無上
P.10_184(22）：義 一切智唯例濁有開此智見 開一乗果也 示者依 2同義
p .10_185 (24）：悌性法身三乗同有 示此知見 示一乗龍也 悟者依3不知義 不
p .10_186 (22）：知異質慮悟此知見悟一乗郭也 入者 依4不退義 輿無量
p .10 187 (22）：智業入此知見入一乗因也 所露衆生 即ー乗撮如是四
P.10_188(21）：義 一閲覧瞳 二示費縁 三悟質郭四人質因放論日 －
P.10 189(20）：悌乗道者 依四義説懸知 （閉会利弗如来但［以］一例乗故
P.10 190(19）：局衆生説法無有吉宗乗若二若三者 4令住也 巳於
［明日］
p .10_191 (20）：三令住ー 若二是第二縁畳乗 若三是聞レ撃乗 尊O
P.10 192(18）：次第則仰乗負第一 縁質局第二 聞レ整馬第三
P.10 193(24）：舎利弗 一切十方諸例法亦如是者 5依法也凡是例法先進三
P.10_194(21)：後令往ー 〈曲）舎利弗十方世界中向無二乗何況有三者
P.10 195(21) : ＇遮二也 向無第二 況有第三 刷舎利弗 諸［仰］出於五濁悪世
P.10_196(23) : 151下第五断疑［分］也 （62）有四種 1此断説時疑也 疑目前説 如是妙
法
P.10 197(23）：時乃説之何時説也 剛今明濁時世論 刷五濁者 依倶舎論 次第
P.10_198(22) : I一命 2二劫 3三煩悩 4四見 5五衆生 1命濁者寄命短也 2劫
濁者
P.10_199(21）：衣食薄也 3煩悩濁者 三毒盛也 4見濁者五見猛也 5衆生
P.11 200(23）：濁者色心劣也 l命濁故損｛減｝命瞳 2劫濁者 故損減命縁 3煩
悩
P.11 201(20）・濁故損減在家人善法 4見濁者 故損減出家人善法
( 121 ) 
紀国寺主主浄の 『法華経総述』考(1)（金）
P.11 202(22) : ＇衆生濁者放損減自身八徳 一長量 二好色 三無病囲気
p .11_203 (23）：力 五正智 六正念 七正融八不動由命等五事倶下故名馬
P.11_204(21）：濁 劫濁筒L時者 人需千歳以遠是劫濁千歳以上非劫
p .1 205 (25）：濁 百歳以還｛是｝時［レ］乱百歳以上非凱時於ー仰乗分別説三者
於
p. l 1_206 (24）：開二以足ー魚三 一外別三也 舎利弗若我弟子 自謂阿羅漢
p .1_207 (23）：者 2下断知慢疑疑日ー音唱許五千離席既不箆説云何知
P.11_208(22）：是増上慢人 今明五千之徒未得阿羅漢自調己得知是
P.11_209(22）：増上慢人也 不聞不［知但敬］化菩薩事者 前関唱止即心驚後聞
P.11 210(20）：増上慢人許説身退既心驚身退則耳塞神唇量聞
P.11_211(21）：知也 制所以者何若｛貫｝得阿羅漢不信此法無有是慮者
P.11_212(25）：貫得者信也 有四種一信知如聞火知火 二比丘［知］（附如見畑
知火 三［賢］
P.11_213(25）：謹知 如見火知火如燭火知火信知十信 比［丘］知三賢謹知十地
知
P.11_214(23）： 加来 L(67）問定性強聞亦信一乗何不興記答仰信而未解根未
P.11 215(20）：熟放 而未輿記除悌滅［度］後現前無仰至若遇鈴仰於
［陵］
P.11_216(23）：於此鰹中便得決了者 3此断説疑［疑］目 前云若説是事上慢堕
［略］
p .1_217 (23) : ｛坑｝則堕坑由乎起誘起誘由乎仰宣若聞道生信 即有堪能
P.11_218(22）：如其起務寧成化主今明仰若鶏説則彼不起誘説起誘
［符］
P.12 219(21）：不矯説非例各也 若遇鯵悌者或是別悌或是緯迦嬰
P.12 220(23）：名 古I化城品説 側我於鈴園作仰更有異名也舎利弗汝［等］首
p .12_221 (22）：心信解握持例語諸仰如来言無虚妄無有徐乗唯一例
P.12 222(22) 乗者 1此断妄語疑疑日 如来昔有三 若昔三篤貫 則矯虚
P.12_223(21) 今一馬貫 則昔三局虚虚貰既不定云何加来不成妄
( 122) 
紀国寺慧浄の 『法華経綴述』考(1)（金）
P.12_224(21）：語今明昔三篤権今一筋貫 E佐賀難異篤益則因故非
P.12 225(24）：妄説 故汝富理無二 故唯一乗 附或説筒多羅 伽陀及本事本生
P.12 226(20）：未曾有亦説於因縁 響喰持祇夜優波提捨経此偶
p .12 227 (22）：篤撃（削九部経 m具論有十二部経 1ー 筒多羅 2二祇夜 3三和伽
P.12 228(23）： 那［レ］羅 4四伽陀 5五優陀那 6六尼陀那 7七［阿］波陀那 8八伊
帝日多伽
P.12_229(24) : ＇九閤陀伽 羽卜枇仰略 ＂十一阿陀［レ］浮達摩 η十二優波提舎経 1
｛膚多
P.12_230(23）：羅此云契経契理機故 2祇夜此云重煩亦日等煩覆疏長行
P.12_231(21）・故名重 （72）義不越本放言等美前事義故言頒 和覆疏長
P.12_232(23) : ' ［和］伽［羅］那此云授記亦日解義示果定時放言授記分別記
縁故
［拠］
P.12_233(23）・言解義 4伽陀此云偽経亦日詩経文園義霊故｛刷局也巧O
P.12_234(23）：意経放日詩詩志也 b優陀那此云無問自説亦日視経亦日
［蹄］
P.12_235(23）：歎経 初経無レ視能開放自説略歎義O以矯初 6尼陀翌日此云
P.12_236(23）：因縁経亦日磨、時経説必有由時合即$！； 7阿波陀那此云警
P.12 237(22）： 喰経嘗類也 I食暁也以其解暁其未悟 8伊帝日多伽此云
P.12_238(23）：本事経日［レ］亦如是語本事是約法矯名述昔所習語必如是
P.13_239(25）・ 9閣陀伽此云本生経本生是約人魚名述 （73）昔所生曾寓其物然悌
p .13_240 (25）：無首生故 説生局本 川枇例略此云山方康正直之説馬方 理行
{Q｝弘
[i"］［向］
P.13 241(22) .矯麿 叩5）阿陀レ浮達磨 此云未曾有日O聴経青牛行鉢所説
P.13_242(23）：奇持故未曾有 昆優波提舎此云論義亦日註解論義従難者
P.13_243(14）・馬名註解従緯者矯檎此義文可解
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五、韓国の現存本
本稿の校正中に、韓国の社団法人法華弘通舎の申陪均 （固鏡）法主より、
「慧浮の 『妙法蓮華経績述』は、その一部が韓国の国内に現存している。」 とい
う貴重な助言を頂戴した。
以下に、その概要を記すと、高麗の義天 （CE.1055-1101)が、蒐集章疏の
刊行を目的に、興王寺に設置した 「教蔵都監」より彫造された、いわゆる 『高
麗績蔵鰹』の一部が、時を経て、一四六一 （世祖七）年に、 主に、ハングル（聞
による仏経の翻訳刊行と、 『高麗績蔵経』の板刻、また、仏書編纂とをその目
的として、朝鮮の世祖 （CE.1417-1468）によって設けられた、 「刊経都監」よ
り重修 （覆刻）されたものが、現存しているということである（7九
至急、関連情報を調査してみると、十巻のうち、巻ー ・二が、すでに一九六
三年一月二一日に、韓国の宝物 （第206号）に指定されており、さらには、巻
五 ・六が、 二00四年に実施された松贋寺（閣の四天王像腹蔵調査の際に、新
たに発見され、 二00六年四月二八日に、同じく宝物 （第1468号） に指定され
ていることが分かった。すなわち、現在までに、十巻のうち、四巻（巻ー ・二 ・
五 ・六） について、韓国にその伝本の存在が確認できたのである。
巻一 ・二については、原本のイメージ （Kor.206pp.l-178）とテキスト （翻
刻）とが、国家記録遺産ホームページ聞に公開されていたため、これを手に
してその内容を確認してみたところ、巻こまでが、序品に該当することが分か
り、次いでこれを 『績述』そのものに同定すべく、『論述記』に引用されてい
る慧浄の説（7)と対比した結果、 『論述記』の引用文例が、本書の本文と完全に
一致することが判明したのである。したがって、 『論述記』のヲ｜く 「海 （法）
師云」とは、 慧浄の 『績述』からの引用であることが再確認でき、本書こそが、
筆者を含めてこれまで散逸と看倣してきた慧淳の 『妙法蓮華経績述」そのもの
であることが明確になったのである。この結果を受け、本稿では、 一先ず、
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『論義』と本書との対応関係を註に補うことにした。
また、巻五・六は、原本が所蔵されている松廃寺聖宝博物館の館長古鏡上人
が、発見当時に調査のために撮影した写真データ （Kor.1468pp.l-170 ［写真
の整理番号 ：040131001-090］） を快く提供して下さったため、これをもとに
その構成を確認してみたところ、巻五が警H食品に、巻六が信解品～授記品に該
当することが分かった。本書は、巻五の二五張以後がかなりのダメージを受け
ているが、 『論義』は、巻五の凡そ三三張 （Kor.1468p.66-33v, l. 6）までが該
当するため、 一部は 『論義』によって復元できるものと考えられる。
以下、現存本に関する書誌情報並びに主要記事を和訳し附しておく。
【巻一 ・二】
・種目：宝物第206号、名称：松庚寺妙法蓮華経繍述 （巻ー ・二）、分類：記
録遺産／典籍類／木版本／刊経都監本、数量／面積： 一冊、指定 （登録）日：
1963.01.21、所在地． 全南順天市松光面新坪里12松廃寺、時代・高麗時代
（朝鮮世祖）、所有者 （所有団体） ・管理者 （管理団体）．松廃寺、文化財形態 ：
線装、形態書誌： （上下単辺、全郭：縦24.lcm×横113.2(56.1 ?) cm、無界、
全葉： 30行22字、サイズ・縦37.5cm×横32.5cm)
－唐の京師紀国寺の沙門釈慧浮 「唐京師紀園寺沙門稗 慧浄述」（Kor.206
p.6-lr, l.2）が、 『妙法蓮華経』について繍述した書。『新編諸宗教蕨線、録』
巻ーの法華経部には十巻とあるが、現在巻ーと巻二との二巻のみが伝わるに
過ぎなし、。巻ーの巻末には 「蕎昌元年 （CE.1095）乙亥歳高麗園大興王寺奉
宣離造秘書省指書同正臣南宮 口 書」（Kor.206p.86-4lr, l.13 -p.87-41 
v, l.1-2）とあり、巻二の巻末には 「毒昌元年乙亥歳大興王寺奉 宣彫造
寓経院書者臣柳侯樹 書」（Kor.206p.l 73-43v, l.6-8）とある。これによ
り、巻ーと巻二とは、同年に板刻されたが、 筆書は、秘書省と、 写経院とで
あり、それぞれ別人によるものであることが分かる。本書は、 「天）｜慎五年
(CE.1461）辛巳歳朝鮮園刊経都監奉 敬重修」（Kor.207no.3(6) p.84-4lr, 
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l. 8-9）の刊記を有する 『金剛般若経疏開玄紗』巻六 （宝物第207号）と、
板刻の技量や紙質など印刷条件が同一であるため、 「刊経都監」の重修本で
あることが分かる。本書は、元々二巻一冊であったが、 一九八O年の指定文
化財補修の際に、 二冊に分冊された。
・翻訳原文及び詳細は、国家記録遺産ホームページ（聞及び韓国文化財庁ホー
ムページ酬を参照されたい。
【巻五 ・六】
・種目：宝物第1468号、名称： JI国天松廃寺塑造四天王像腹蔵遺物一括 （妙法
蓮華経績述 （巻五 ・六）・発掘調査番号I-5）、分類 ．遺物／仏経工芸／腹蔵
品、数量／面積： 一括、指定 （登録）日： 2006.04.28、所在地：全南順天市
松光面新坪里12松廃寺、時代：高麗時代 （朝鮮世祖）、所有者（所有団体） ・
管理者 （管理団体）：松廃寺、形態書誌・ （四周単辺、全郭：縦23.9cm×横
(28.5十28.5)cm、1限界、全葉： 30行22字、無魚尾、サイズ：縦34.1×横31.2
cm）、板尾題：法花績述、表紙の有無・表 ・裏存、保存状態．下、その他：
巻五は、1-19、21-45張であり、表紙裏面に墨書で、 「h廿丈 本元」
(Kor.1468 p.2, l.1）とあり、 2枚 （20張の左右）の欠損が記されている。
巻六は、 1-36張である。
・松廃寺の四天王像は、 一六二八 （仁祖六）年に重造され、 一七二oc粛宗四
六）年に、 第一次重修改彩を経て以来、六回の重修改彩が行われた。二00
三年に、南方の増長天の左管が切断され、 二00四年に、復旧作業が実施さ
れた。復旧作業を実施する前に、四天王像の腹蔵調査が先に行われた。松贋
寺四天王像腹蔵調査を通じて、発見された典籍は十二種十四冊であり、北方
の多聞天よ り、『金剛鉾額性錬』巻三 ・四、 『大威徳経陀羅尼』巻四、「妙法
蓮華経績述』巻五 ・六、『法華経玄賛舎古通今新抄』巻ー ・二、「法華文句記』
巻五 ・六、 『法華文句記』巻七 ・八、 『成唯識論述記』巻六、 『成唯識論了義
燈抄』巻三 ・四、 『圃質経大疏稗義抄』巻十三、『仁王護国般若経疏法衡抄』
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巻五 ・六の九種十冊が、西方の広目天より、 『［科註］妙法蓮華経』巻七の一
種ー怖が、南方の増長天より、 『妙法蓮華経玄義』巻三 ・四、 『成唯識論義景
紗』巻十九の二種二冊が、東方の持国天より、 『成唯識論義景紗』巻卜二の
一種一冊が、これである。この中で、 『妙法蓮華経繍述』巻五 ・六は、現在、
松廃寺聖宝博物館に所蔵されている 『妙法蓮華経績述』巻一 ・二（宝物第
206号）と一具であることが確認された。四天王像の腹蔵典籍は、発見当時
から現在まで、関連学会の注目を集めており、 二00五年には、書誌学会に
て、集中的に研究報告されている。とくに、義天の 「教蔵都監」の刊行本は、
現在までに国内外を含めてわずかに三種が知られたに過ぎず、その後の 「刊
経都監」からの重修本が十余種知られたのみであるが、松廃寺で新たに発見
された腹蔵典籍は、そのほとんどが 「教蔵都監」の刊行本を底本にした重修
本であるため、 「教蔵都監」の刊行の実態及び以下のような性格を推定する
ことができる。①輿王寺の「教蔵都監」の以前に、すでに金山寺の庚教院か
ら刊行された版本が、 実際に存在していたことO ②「教蔵都監」では、契丹
から入手した木版本は、そのまま覆刻して刊行したこと。＠写本で伝わって
いたものを朝鮮の 「刊経都監」では、正書本にして刊行したこと。このよう
に、四天王像腔蔵典籍は、今まで学会にて、間歌的に論議されてきた問題を
立証しうる新たな史料として、仏教文化史・ 書誌学 ・印刷文化史などの分野
において貢献できるものと考えられる。
・翻訳原文及び詳細は、韓国文化財庁ホームページ側 ・（萎順愛 ［2004]p.37）・
（朴智善［2005]p.64）・僧賓宗華lj曹渓叢林松廃寺ホームページ(8］）を参照され
fこL、。
最後に、韓国国内に、 慧浄述 『妙法蓮華経績述』が現存すると、こ教示下さっ
た韓国の社団法人法華弘通舎の申結均 （園鏡）法主と、原本の写真データ （巻
五 ・六）を快く提供して下さった松廃寺聖宝博物館の館長古鏡上人とに、深く
御礼申し上げたL、。また、本稿の執筆にご指導頂いた，恩師三友健容教授（立正
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大学）、藤井教公教授 （北海道大学）、高橋発英教授（立正大学）、福士慈稔教
授（身延山大学） にも感謝申し上げる次第である。
（二0-0年三月稿）
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好 ［1932]p.13）を参照されたL、。引用文中、 ［＝・・］括狐内は、 自らが補った
もの。
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( 4 ) [S. 2662] 「法華要問答 （擬題） 大正戯経八五の一九九 二O五スタイン本
(S.2662）。首末舷側、失題残容にして、前後一百三番の問答 （前後のーは残紋）
より成る。就中、 初凶十五問答は 『法華経』分品の順序を追ひ、官事の五十八問答
は経文の前後に拘らず、専ら経文の法数要七jJを解線せり。milち初の四十五問答は
序品三係、方便品卜（際、警H食品二 卜二係、信解品一線 （標目には三保）、薬草H食
品一係、授記品三1傑 （鯨！日には二｛傑）、化城H食品二候 （標目には一候）、苦手i品－
1保、法師功徳品一僚の八品に分たれ、 主として天親の法議論に放れり。次に 『法
華論』 以外のヲ｜川書日及び人師の設に、 rn~量；詩経』 （一所） 、 『浬主主経』（四所） 、
『維摩絡i』（一所）、『法句経』（一所）、『拐伽経』（一所）、浄法師 （一所）、恵浮法
師 （一所）、厳法師 （一所或は二所）等あり。此の中、蔵法師とは崎吉蔵の 『法
華玄論」第八の取意なるべし、又浄法的i!¥Zは慈浮法師は唐紀園寺慧浮の 『法華経
述讃」或は 『同賛略』よりのづ｜用なるべく、 『法句綬」は俄経 『法句経』よりの
引用とす。其の他、 「｝.！＼制阿頼耶識 翁 家殺 」ーと云ひ、又三車家の口吻を用ゆ
る等、本書は恐らく中唐以後の製作か。憾むらくは撰者の名を逸す。」（『I！鳥沙J
pp.102-lC〕3）、 「5613..一本Goodcursive MS. Thin soft paper. 18ft. S. 2662.」
（『Giles』p.171）、 「法華経疏 （仮題） 行数373一紙｛縦29.3cm横37.2cm行数25
界高26.0cm｝正蔵本の底本、問答体の釈文、正蔵本に 「法華問答」とする、 一行
二五字内外、有界、朱の印しを所々記入、細いすきめのある白紙、行書体、初唐。」
（『兜木』p185）ただし、『大正新1育大蔵経』の第八五巻古逸音Iに所収されている
テキストは、 l京本が草書｛本であるためか誤読が目立ち、引用のためには再確認が
不可欠となる。
( 5 ) [S.6494］一「5604.一、‘m1 (end only) 3. Mediocre MS. Whitish buff 
paper. 30 cm. × 27% ft. S. 6494.J （『GilesJp.171）、 「法華経疏 （仮題） 行数
495ー紙 ｛縦30.0cm横48.5cm行数28界高25.5cm｝品一首欠～品三までの釈、 一
行二五～二八字内外、有界、 首五行下欠、淡黄紙、唐代。」（『兜木JIp.185）、 「妙
法蓮華経 （⑧論義第一品～第三品 （擬） ＊方使品第二 ・水野日食品第三」（「東洋
25」p195) 
( 6）ただし、 『妙法蓮華経論義』の答I食品 （『妙法蓮華経繍述』巻第五）に 「物調如来
成仰甫述何得。門徒道投云。極若不逮l事誕算1!l以松彼情疑故。」（S.6494p.15, l. 
292 293 • Kor.1468 p.6 2v, IL.13-15）とあるも、 詳細は不明で5ある。
( 7)義寂 （CE.VII-VII）釈義一撰 『法華経論述記」における慧浮の三説とは以下の
とお りである。11「浮法飾云。此法説人難値。経書！［量劫。或不開放。日希有。」
(SZ.46 no.790 p79lb, l.1112・Kuz.135384 p.9, l. 788 789・Kor.206p.151 32v, 
1.13）、（2）「序師云。因成就者。由文殊見苦十事潟答。閣力之因。見之自在。l放言
成就也。」（SZ.46no.790 p.791b, L.24 -p.79lc, L.2・Kuz.135384p.101, IL.802-803・
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Kor.206 p.152 33r, l. 6 7）、（3）「浄法自rj云。不断大法級。云何願人菩薩密境界大
義。 此記令縁党入菩薩密境界。 菩薩以悲~~盟。 1！！~方救苦気密。 如来法背不絶。 彼
則進入悲境。此時破樹党自愛陣。入十週位。故日入菩l銃密境界大義。」 （SZ.46no 
790 p. 792a, 1.16-20・Kuz.135384p.106, 1.841-845・Kor.206p.155 34v, 11.11-
14）。また、 （三友健容 ［2005]pp.140-141）には 「持法師というからには、最後
が 「浄」とつくもので、 『法華経』の注釈をしているなかから該当者を探してみ
れば良いのであろうが、 『東i或｛専燈目録』に 「同経述賛十谷 （惑浄）」 「同経賛目指
二'f:（或云目指賛同上）」（『束域侍燈目録』（T55,1149b）『高山寺本東域侍燈目録』
p.180 （東京大学出版会） とある慈母かと与えられる。『縦高僧侍』には慧浄が
『法華経綴述十念』をmしたとあるから、この 『法華経述賛J-1 ・巻を指すものと
思われる。このことから、恵浄とは貞観年中に活躍した唐の主主伊のことであると
しても、残念ながら 『法華経述賛』は現存していないため、その教理を知ること
は出来ない。」とある。これに加えて、智昇 （CE.658-740）撰 （CE.730）『開元線
数録』巻第九には 「法華論五巻 （英知］造者単重未悉景雲二年諜） 集長論四谷
（景雲二年詳巳上多取奏行年月所以出目。名｜司） 右六十一部二百三十九谷 （法華
論下二部九谷失本）。 沙門鰐義母。」 【T.55p.568脚註＠】 「名＝多＠」（T.55no 
2154 p.568b, l.2 5）とあるから、義序 （CE.635-713）の景雲二年 （CE.71）の新
訳なる 「法華論五巻」の可能性も視野に入れなければならなL、。
( 8）ただし、慧浮 （CE.578-645）述 『妙法蓮華経績述』巻第五 （Kor.1468p.52-26v, I. 
14・p.5427v, L. 2）に、道世撰 （CE.668）『法苑珠林』とほぼ一致する文例が見ら
れる。 しかも、本箇所は、 『法苑珠林』が典拠として挙げている僧伽l提婆訳
(CE.391）『三法度論』よりも、『妙法蓮華経絡述』に類似していることから、 『法
苑珠林』が先行する 「妙法蓮華経繍述』を参照した可能性が考えられるため、
『妙法蓮華経論義』の成立問題に関しては、さらに吟味を重ねなければならない。
( 9 ）『妙法蓮華経絡述」巻第二に 「此経論中自示現五劫。一夜二笠三月四時五年。案
夜者。過夜至六十位名夜劫。登月時年亦爾。外図俗算。有六 卜位。過此巳後。不
可数故。名阿僧祇。立[J是五劫。年1;!1最長数。一雫六十位。名一阿僧祇劫。立日：是復
過者!ti立無主主阿僧祇年劫。H与量不可得。故説時難他。J(Kor.206 p.159 36v, 1.14 p 
160 37r, 1.3）とある。引用文中、 「此経論」とは、婆薮繋豆釈菩提留支訳 （CE
528）『妙法蓮草今経憂波提合』巻上 CT26 no.1519 p.4a, 1.23-25）に対応する。ま
た、 「外図俗算有」より 「故名阿僧祇」までは、その引用が 『法苑珠林』巻第一
(T.53 no.2122 p 274a, 11.14-15）に認められる。
(10） 鳩摩羅什訳 （CE.406）『妙法注工I~絞』 序品に 「諸善男チ。 如過去1nHJ無途不可思
議阿僧祇劫。爾時有例。続＠日月燈l珂如来l態供正遍知りj行足善逝世間解無 t一｜ご調
御丈夫天人間i1iJIJ1!1:尊。 演説正法。 初j苦中善後善。 其義深遠。 其語巧妙。 純一~！!t雑。
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具足清白党行之相。」 【T.9p.3脳l註⑪】 「日月燈明 Candrasuryapradipa.J(T.9 
no.262 p.3c, 1.17-22）とある。
(11）吉蔵 （CE.549-623）撰 『法筆談疏』巻第二に 「名目月燈明者。一三七注経解云。聖
入者!l名他［義以立科~。 仁者見詐i之仁。 智者見調之智。 上恨因之以得明如日。 中級因
之以得Hfj如月。下級因之以得明如燈。三根資之以得I列故言日月燈明。」 （T.34
no.1721 p.478c, 1.15 19) 「【一三七】劉虫Lの注法華経。」（『閤諜一切経』経疏部
三、p.97）とある。また、 『妙法蓮華経繍述』巻第二に 「今先琴別競。穎生身異。
住者云。聖人無名借義以立H。仁者見之諮之仁。智者見之謂之智。上恨図之以得
道虫l日l問。中般国之以得道如月I明。下娘図之以得道如燈I列。故日日月燈明例。」
(Kor.206 p.160 37r, 11.11-14）とある。引用文中、 「注者云」とは、散逸した劉虫L
(CE.438-495）の 『注法華経』からの引用であり、このほかに、巻第一に二箇所
(Kor.206 p.54-25r, 1.11-12・p.8038r, 11.10 11）見出される。これらの引用文例
は、 『j法華義疏』（T.34no.1721 p.46la, 11.11-12・p.464b,I. 25 29）にも見出され
る。とくに、 （瓜田義遜 ［1943]p.131）には 「本書は早く散逸したが、i.IJ城の限
醐寺、或は近江の石山寺経蔵に蔵本あることを聞いたが未だ判然しないのである。
その他に就ては 「俗侍」中或は製疏のことは見ゆるがその内容に就ては勿論一切
不明である。併し前掲の天台 ・嘉祥の疏にその内容を紡御することが出来るもの
がある。」 と現存本に関する言及がある。なお、吉蔵の法華経疏に見られる蜜lj虫L
の 『注法華経』の逸文については （菅野博史 ［1994]pp.117-140）に詳しL、。
(12) l~凶作事薩造鳩摩緩什訳 （CE.405）『大智度論』 巻二十四に 「復次有後間人及菩薩。
修念仰三l味。非｛1.念仰身。設念仰種種功徳法身。日脹作是念悌一切種一切法能解放
名一切智人。一切法主日立普分別設故。名一切見人。一切法現前知l故。名一切知見
書！（磁人。等＠心一切衆生放。名大慈悲人。有大慈悲故。名銭世救。如貧道来故。
名~如来。 感受一切世間供養故。 名~P..!!j供人。 成就不顛倒智慧故。 名正遍知。 戒
定＠慧智成就故。名明行。成不復還故。名普逝。知世間総l相別相故。名1笠閥解。
善説出世間安隠迎故。名1!（上調御l師。以三稜数法度衆生放。名天人姉。一切世間
煩悩l陸能自党亦能1~人故。 名震党人。一切所願具足故。 名有徳。 一卜力成就放。 名
堅t'.i。待問書f畏故。名人附子。得無量甚深智故。名大功徳海。一切記説無凝故。
名古日風。一切好醜無憎愛故。名如地。焼一切結使薪故。＠名古日火。普断一切煩悩
習故。名具足解脱。最上＠民主住故。名馬ti±尊。」 【T.25p.236胸i註＠】 「心＝視＠」
【T.25p.236脚註＠】 「慧智＝智慧③⑮」【T.25p.236脚註＠】 「名＝言⑧＠＠」
【T.25p.236脚註＠】 「応住＝住底＠＠」 （T.25no.1509 p.236a, 1.20 p.236b, 1.9) 
とある。また、 『妙法蓮華経繍述』巻第二に 「次翠通鋭。額法身問。智度論云。
修念仰三味。非但念｛弗生身。＇il'；念：種種法身。際作是念虫Ut道来。故名如来。舷受
供養故名l患供。成就不傾倒智故名正遍知1。戒定慧成就故名明行足。不復還故名善
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逝。知世間総！相別相故名世閥解。善説出世安｜怒道。故名無上調御師。以三種法度
人放名天人師。一切煩悩l陸能究放名例。最上磁住故名世尊。然無上士調御丈夫則
彼合市此開。仰1立J!_jl則彼開而此合。放皆寸J数也。」（Kor.206p.160 37r. 1.14 -
p.161-37v, 1.6）とある。
(13）『妙法蓮華経繍述』巻第二に 「配句者。演説正法。初中後善者。是H寺普。初普者。
問時局信困放。 中普者。 思時~喜因故。 後普者。 修時i毛先因故。 矯r1因者。 定心
観察。此法道理得如質智故。」（Kor.206p.161-37v. 11.10-13）とある。本箇所は、
Wf著菩薩 （CE.IV）造波縦頗蜜多羅訳 （CE.630-632）『大乗荘厳経論』巻第六 CT
31 no.1604 p.620b, 1.5-8）に対応する。『大乗肝縦経論』のi'!A訳年代については、
（宇井伯寿日961]pp.4-6）に詳しL、。
(14）『妙法蓮華経綴述』巻第二に 「其義深遠者。是義善。義善二積。一深二述。説義
輿因縁法合故日深。 設義輿~！f相法合故日遠。 放彼論日。 義正調善義妙義。 輿世諦
第一義諦相謄、故。」（Kor.206p.16137v,1.13 -p.l62-38r, 1.1）とある。引用文中、
「彼論日」とは、 『大乗荘厳経論』巻第六 （T.31no.1604 p.620b. Ll.9・10）に対応
する。
(15） 『妙法蓮華経績述』 巻第二に 「其詰巧妙者。 ｝~言i:t善。 tr活善亦雨。一巧二妙。 設易
受日巧。義易解日妙。故彼論日。言苦巧謂易受及易解。白文穎義現故。」（Kor.206
p.162-38r, Ll.l 3）とある。引用文中、 「彼論日」とは、 『大乗荘厳経論』巻第六
(T.31 no.1604 p.620b, L.10）に対応する。
(16）『妙法蓮華経繍述』 巻第二に 「純一無雑者。 是濁善。；~1外追有漏行。 純一者仰法
有故。 無制t者外道~！＼i故。 l故彼論日。 不共他相日信者。 是猫義。 自此行不共外道因行
故。」（Kor.206p.162-38r, I. 3-5）とある。引用文中、 「彼論日」とは、『大乗荘厳
経論』巻第六（T.31no.1604 p.620b, 11.15-16）に対応する。
(17）『妙法蓮華経績述』巻第二に 「具足者。是j前善異内道有漏行。彼行不能具断三界
惑。不匝Ii満故。故彼論日。具断三界惑者。是満義。由此行具断三界煩悩故。病者
是清善。調有拳身中無i騎行自性伊故。故彼論円。自性者是清義。出此行是書！t漏自
性浮i故。白者是白善。調無筆身中無漏行事！（垢j字放。故彼論日。無垢者是白義。由
比行在漏査身。種類得1!t垢浄故。」 （Kor.206p.162 38r. 1.5 11）とある。引用文
中、 「彼論日jとは、『大乗荘厳経論』巻第六 （T.31no.1604 p.620b, 1.16-19）に
対応する。
(18）『妙法蓮華経繍述』巻第二に 「党行之相者。安f是伊義。所諮漫然。行是趣義。所
謂道論。後之四普是趣浬数之道。是党家之行協。欣凶党行之相。」（Kor.206p.162-
38r, LL.11-13）とある。
(19）『妙法蓮華経』序品に 「七一姓＠頗経路。」 【T.9p.3胸l註＠】 「Bhaiadvaja.J(T.9 
no.262 p.3c, L. 28-29) 「【七一】被疑陀 （Bharadv百ja）婆羅門一八姓の一、利被
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と課す。」 （『図課一切経』法華部全一、p.34）とある。また、 『妙法蓮華経績述』
巻第二に 「終日又同一姓姓頗繰堕者。此明姓同也。姓有六。一迦葉。此云飲光。
二過底。此云事！日．苦手。三↑需陳如。此云火様。凶詞梨多。此云普取。五槌塁。此云
破問。ノミ品質縦盟。此云利恨。此六是婆総門家種。今皆｜可後姓也」（Kor.206p.163 
38v, ll.10-13）とある。
(20）『妙法蓮華経』序品に 「時含聴者亦坐一民主。六十小ガJ身心不動。総｛弗所設謂如食
頃。」（T.9no.262 p.4a, ll.26 27）とある。
(21)『大智度論』巻五，＿，こ 「復次有人言。 主主開法中無有不可思議事。不得一日ー 坐中
説説。初1：有無磁解脱。菩際有不可思議三l味。能令多H寺作少｜待。少I寺作多時。亦能
以大色入小。小色作大。又如六十小'i;)J説法華経人調従日至食。」 （T.25no.1509 
p.420b, l. 22-26）とある。また、 『妙法蓮華経綬述』巻第二に 「問。主I是六十小劫。
云何謂如1：食頃。答。智論云。菩薩有不思議三l床。能令多時作少時。少時作多時。
案不思議解脱力。能終前人心令多時作少解。少時作多解。J(Kor.206 p.l66-40r, l. 
2 4）とある。
(22）梢復集 （CE.879）『法華経玄賛要集』巻第十凶に 「五判明非科l力針。調停1：神力縛
易其心。令於長l時前立日食頃。由此義故。可1¥.t凹句。一縛境不純心。m1聖堂大地局黄
金。 j賢海水筒酪等。 繁定巣色。 有二解。一妙観察智。 撃~鏡智。 令定巣色種子。
務起現行。二云。妙智自愛。二縛心不純境。如延七日馬劫。三心境倶特。如芥子
納於須禰。須禰人於芥＠子不増。須閣不滅。又云。移諸天人。世於他土。移心移
境。今此所説。gp是第二鱒心不特続。凶｛貝不特。如凡夫心境是。今取音楽封。然
此時総不相日程牧。少時多時。陥心聖堂。故是似也。」 【SZ.34p.509胸l註＠】 「子下一
有芥子二字」 CSZ.34no.638 p.509a, ll.12 21）と類似する文例が見られる。また、
『＠法華問答』には 「（60）問。長短無事有無願返。云何六十小劫。謂如食頃理隔
言違若矯分雪 答。六十之輿食頃倶矯I時牧雌復長短不同草不識心室差異。若心存分
別則長有殊。若三界唯心目lj長短無二。 是以須殉納芥子高図倶翠毛端。斯乃心：長則
長亦非定有長短」【T.85p.199脚註＠】 「⑫大英博物館蔵倣燥本， S.2662，首j題
新力l」（T.85no.2752 p 202c, Ll.4-10）とある。『法華問答』からの引用文中、 冒頭
に附した （A/B-C）の表記は、合計103問答中第A番目の、全体28品中第B番目
品の、第C番目問答という意味である。以下同様。また、『妙法蓮華経績述』巻
第二に 「然解脱力用大有三意。一斡色不純心。二将心不特色。三将色亦縛心。特
色者。如繁大地1¥.t金銀。E苦海水魚麻酪地水。：Ct車専衆生心不純。若取金銀麻酪得有
受用。 是名刺色。 締心者。 如経説。 或有衆生当喜久住世而可度者。 菩薩~［l申七日以
矯一劫。令彼衆生調之一劫。或有衆生不幾久住而可）支者。菩薩mi促一劫以篤七日。
令彼衆生諮之七日。 案此mi鞠心。 若計~勝目寺者。 約一人矯語功可爾。 依春風鳥語事
不得爾。 事IJ以故。 若l宇l七日 '[',f是一劫。 ~/l是延命ー劫~I 謂七日。 若謂ー劫在七日内。
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一人自言ー劫。春風終是七日。若謂促ー劫。以箆七日時。貨七日則非促劫。至於
春腐猶見七日。若謂七日'Ir是ー劫。春風終亡以歴ー劫。非促ーガj以第七日。以是
義推。｛旦是車専心1制縛I寺普如死於市者。昔日之促宅地獄街。猷日之長。此但心有
締移。非開日有1背短。如中山淳酎流柄。千円玄石但諮ー疲。；！－t事巳歴三載。此目IJ
俗事車専心以長箆短。」 （Kor.206p.166-40r, L.4 -p.167 40v, 1.4）とある。引用文中、
「如経設」とは、鳩摩縫什訳 （CE.406）『維摩詰所説経』巻中 （T.14no.475 p.546c, 
L.8-11）に対応する。
(23）『妙法蓮華経』安楽行品に 「諸側；身金色百橋相在厳聞法詩人設常有是好夢
又夢作図王 捨宮殿春風及上妙五欲行詣ll~道場在菩提樹下而彪師子座
求道過七日 得諸例之智成1!¥f上道巳起而締法輪局間衆説法 純子高f'.CT:t!J
説無漏妙法度mt量衆生後賞入浬繋如畑議燈i威若後張世中説是第一法
是人得大利 如上諸功徳」（T.9no.262 p.39c, L. 6-17）とある。また、 『妙法蓮華
経繍述』巻第二に 「安楽行品。明間法鳥人説常有好夢。夢見作仰千高億劫。l.S衆
説法。 此~n-?W：鱒心以短局長。 況聖人材l力能令七日作ーがj解。 能令ー劫作七日解。
Z官級経説。於一念中示現三位。入巧方便起諸手lj海。於三世間示現成ザi;。案此於一
念内樽衆生心潟三世解。是名勝心。」（Kor.206p.l67-40v, L.4-9）とある。引用文
中、 「華厳経説」とは、仰駄抜陀経訳（CE.418-420）『大方底例華版経』巻第三
(T.9 no.278 p.410a, Ll.18 20）に対応する。
(24）『妙法蓮華経績述』巻第二に 「特色心者。如経説。若菩薩住是解脱者。以須孤高
！肢内芥子中無所培滅。須禰山王本相如1故。而四天王切利諸天不犯不知1巳之所入。
l惟E程度者l'J見。案須潮入芥子是特色。見事！（憎減是縛心。特色調特大色矯小色。持
心調車専衆生心作須禰解。」 （Kor.206p.167-40v, IL.9-13）とある。引用文中、 「立日経
設」とは、『維摩詰所説経』巻中 （T.14no.475 p.546b, IL.24-29）に対応する。
(25）不明。『妙法蓮華経績述』巻第二に 「智度論明。（背羅輿帝鰐戦敗。返入務総孔中。
外道党志非有智慧。 薬草呪術能勝人心。 案1背羅能愛大色気小色。 党志能純善心~
！！；心。況菩薩村1力料於色心。而矯難失。」（Kor.206p.168-4lr, L.3-6）とある。ま
た、慧然集 『銀州臨機慧！！~i締i師語録』 に 「祇如阿修繕玖l天帝終戦。 戦敗領八；民凶
千春風。入稿紙孔中歳。莫是聖否。J(T.47 no.1985 p.500a, IL.4 6）と類似する文
例が見られる。
(26）『妙法蓮華経績述』巻第二に 「然此三特。復各三義。或料自不特他。或車専他不特
自。或自他倶持。随主主不定。今言六十小劫。謂如：食頃者。是将心不特色。於車専心
中是自他倶将。例車専自心作六十劫解。欲多H寺説法:w.故。勝可化衆生心。令作食頃
解。不違衆生器限l故。立LI此等事並不可思議。」（Kor.206p.168 4lr, IL.6 11）とあ
る。
(27） 『妙法蓮華綬』 序品に 「時有菩薩。 名日＠徳歳。 日月燈明例。 ~n授其記。 告諸比丘。
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是徳裁菩薩。次賞作付≫。銑i=:1＠浄身多陀阿伽度阿経詞三毅三例陀。」 【T.9p.4脚註
＠】 「徳蔵 Srigarbha.J【T.9p.4胸l註＠】 「伊身 Vimalanetra.」（T.9no.262 
p.4b, I. 2-5）とある。
(28）基 （CE.632682）撰 『妙法蓮華経玄賛』巻第一末に 「浄法師云初一品名序分。次
十九品名正宗。神力品下有八品名流通。雄有此判不得其所由也。」（T.34no.1723 
p.66lb, 1.8・10）とあるように、方使品以下十九品を一区切りとするのは慧浮の科
段である。また、『法華終玄賛要集』巻第六には 「言将法師者。紀園慧F手法師也。
言十九品正宗者。 紀図意。 七日食三平等。 ~正宗故。 其十無一l二。 蹴云i漆残修多雑。
歪普此'ri~. 31ミ。 亦省主！~ 卜．之義。 放不取也。 談言。 此設刻、疎分別品也。 下並無七三之
義。何以正宗。縦十九品内。亦有無上。I！忠非正宗。故知：l不可也。」 （SZ.34no.638 
p.308b, 1.23 -p.308c, 1.4）と、 『・法華経玄賛稗』には 「第三解者。従方便品。至
常不軽品来。 名正宗。 和jl力下~流通。 立日疏可知。 浄法師以十九品矯正宗者。 篤論
緯 ヒH食三車等。 ji；器量品。 ＠fl1~~三車等。 至常不軽品方議。 後無故。 篤正宗可知。」
【SZ.34p.940 J出l註＠】 「此舎久塩！敦爆沙中治fil朝末後堀之恨失冠頭今姑安首題待
後来是正玄賛各一中第二l列経宗旨」（SZ.34no.639 p.940b, l.19-22）と慧浄の科
段が詳述されている。
(29）『法整問答』に 「（5/21）問。方使品五分破二明一。 云何五分云何破二明一 答。
五分者。ー歎妙法功徳分。二歎法師功徳分。三疑請分。四授記分。五断疑分。破
二明一者。破二乗千九l明一乗道。何者歎妙法分標所明一。歎附分示能明之人。疑請
分fil!J所1政之二機。授記分是能l政之一道。断疑分更総定時民言。通I珂機五分l略同一乗
義;(ft故。日五分破二明 」ー（T.85no.2752 p.199b, l.3-10）と、『法華経論述記』
に 「歎法分標所lj］之一。 欺師分示能設之人。疑請分即額所破之三乗。授記分現能
破之一道。断疑分更総定時国言通明授受。」 （SZ.46no.790 p.793c, l.8 10・Kuz.
135384 p.118, l.941-943）とほぼ一致する文例が見られる。翻刻本文中、括弧英
数字の記号は、この五分釈 （Five-explanations）の分科を表す。以下同様。
(30）『妙法蓮華経』方便品に 「爾l時世尊従三l床安＠詳而起。告舎利弗。諸制；智慧甚傑1!¥f
益。其智慧門難解難入。一切主主閉店伴支例所不能知］。所以者何。｛弗曾親近百干高億
無数諸例。＇並行 諸仰無量道法。勇猛精進名栴普問。成就甚深未曾有法。随宜所設
意趣難解。合利弗。吾従成初r,己来。種種因縁。種種警I食。腐演言数。無数方便引
等衆生。令謝I諸着。所以者何。如来方便知見j皮経蜜。皆＠己具足。舎利弗。如来
知見廓大深述。 J!!titl:~！t磁力無所畏。 締定解脱三昧。 深入無際。 成就一切未曾有法。
合利弗。 如来能将種分別工Jjfl説諸法。言語字柔軟悦可衆心。 舎利IJ~。 取要言之。 11\f
量1!t去を未曾有法。。≫悉成就。止合利弗。不須復説。所以者何。仰所成就第一希有
難解之法。I制弗輿倒；乃能究登諸法貨相。所謂諸法如是相。虫日是性。如是健。立日是
力。如是作。如是因。立[I是縁。白日：是果。如］.是報。如是本末究克等。」【T.9p.5脚
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註＠】 「詳＝祥⑩」 【T.9p.5胸l註＠】 「巳＝以⑪」 【T.9p.5脚註＠】 「設諸＝諸説
⑩」 【T.9p.5脚註⑪】 「［是］ ⑩」 （T.9no.262 p.5b, l.25 -p.5c, 1.13）とある。
(31）慧浄述 『阿禰陀経義述』に 「舎利弗此云身子。鈍若有士主則＠段｜吃利若有返則身子。
告往知来。雄才隼＠爽。神＠慧口↑E。」 【T.37p.308仰註＠】 「段＝繋ヵ⑫J【T.37
p.308脚註⑪】 「爽＝爽ヵ⑫」【T.37p.308脚註⑪】 「慧＋（穎）ヵ⑮」（T.37
no.1756 p.308b, l.17 19）とほぼ一致する文例が見られる。また、『総高僧侍』巻
第三の唐京師紀園寺沙門糠主主伊｛専三に 「浮政令日。昔有二人。一名蛇奴。道帯忘
掃。一名身子。一間千解。然則蛇奴再開不↑吾。身子一I日使鎖。此ユ，，授道不明。fl!.
是納法非俊。」 （T.50no.2060 p.444a, ll.22-25）と類似する文例が見られる。同文
例は、道宣撰 （CE.664）『集古今例道論衡』巻丙の皇太子集三教筆者詳論事第五
にも 「湾政令日。昔有二人。ー名蛇奴。道帯忘婦。ー名身子。一間千解。然則蛇
奴再開不悟。身子一唱千領。此非授道不明但是納法非＠俊。」 【T.52p.383脚註＠】
「俊二磯③」 （T.52no.2104 p.383b, l.12-15）とある。
(32 ） 『妙法蓮華経憂j皮提合』 巻上に 「諸fiJIJ智慧甚深1！！~量者。 局諸大衆生尊重心。 主巨覚
欲聞如来説故。言甚深者。顕示二種甚深之義店長如是知。｛可等箆二。 一者設甚深。
謂諸例智慧甚傑無量故。二者阿合甚深。 謂智慧門甚深~！ff量故。言甚深者此是総相。
除別相。議甚深者五種示現。一者義甚深。調依何等義甚深故。二者'l:r緯甚深。三
者内議甚深。四者依止甚深。五者無上甚深。何者甚深。前大菩提。大菩提者。如
来所設何縛多羅三毅三菩提故。云何甚深。一切主主聞僻支仰等所不能知故名甚深。
言智慧者。謂一切種一切智義故。如経諸俳智慧甚深無it；其智慧門葉It見難先難知英If
解難入一切主主聞畔支仰等所不能知故。」 （T.26no.1519 p.5a, l.10 23）とある。
(33）『妙法蓮華経憂波提合』巻上に 「阿＠含甚傑者八稀示現。一者受持讃諭甚深。立日経
巳曾親近供養無量百千；笥｛立書l~j数諸仰故。二者修行甚深0 ~[I経於百千島総那｜担他仰
所荒行諸仰所修阿樗多￥fi三毅三菩提法故。三者巣行甚探。如経舎利弗如来己於無
量百千億那由他ガJ勇猛精進所作成就故。凶者増長功徳心甚深。立日経名m普開放。
五者快妙事心甚深。如経合利弗如来撃党成就希有之法故。六者無上甚深。如経舎
利.rJt~難解之法如来能匁1故。 七者入甚深。 入甚深者。 名字章句意難得故。 自以住持
不同外道説因縁法名馬甚深。如経舎利弗難解法者諸仰如来随宜説法意趣難解放。
八者不共整開店半支仰所作住持甚深。如経一切主主閉店昨支側；等所不能知1故。」 【T.26
p.5脚註＠】 「含＝舎⑫」 （T.26no.1519 p.5a, l.23 p.5b, l.9）とある。『論義』で
は、｜河合甚深の八種示現中、六 ・八を欠く。翻刻本文中、丸囲い英数字の記号は、
『法華論』との対応関係を表す。以下同様。
(34）『妙法蓮華経憂波提合』巻下に 「如是巳説妙法功徳具足。次説如来法師功徳成就
店長知1。如経何以故舎利弗諸仰如来自在設因成就故。如来成就四種功徳故能度衆生。
何等筋四。一者住成就。如経舎利弗如来成就種種方使l故。種種方使者。謂従兜率
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天.，退浪乃至示現入y里祭故。二者数化成就。如経種種匁l見故。種種知見者。示現
染浄諸因故。三者功徳畢完成；￥,to如終種種念観故。積極念1使者。以設彼法成就因
縁。如法相舷故。問者説成就。立I経積税言商字放。穂積言締者。以凹無磯智依何等
fif等名字章句随何等fij;!j；衆生能受而i号説故。」 （T.26no.1519 p.5b, 1.18-29）とあ
る。また、 『法華問答』には 「（8/2-4）問。論説法師功徳有凶種。何者是四 答。
一往成就。調起衆生機。二教化成就。言問六通身是。三功徳単完成就。調智定図減。
凹説成就。謂四r.t説法。是名i法師四種功徳」（T.85no.2752 p.199b, 11.17-21）と
ある。
(35）『法華経玄資要集』巻第十六に 「名往成就。紀図云。往者赴也。逗三業。苔従成
fojfl＊。 此身業化。 ~ll干rj1通化。 衆生恨熟。 感而遂通。 心＊梢fP荷。 仰日 llfr態。 所以
上退一生。下流八相。民三病之良i醤。作凶生之悠父。語往者。肢演言数。是前!ilt
現身丈六。但可観相生析。若不数弘九郎。1任以慾論取悟。所以暢四緋於舌端。流
八背於穂表。開三采正路。率六師邪徹。使間之者。識是知。:;Lio行之者。従善而棄
fil~。 意往者11正数方便。 前!iii~身語未能説経。 意業蜜加。 方能演暢。 欲使来生。 功徳
念念而上段。生善恨。新事「I不退。故説三業。名往成就。」（SZ.34no.638 p.543a, 1.19 -
p 543b, 1.4）とほぼ一致する文例が見られる。
(36）惑将棋 『il>iflt室経疏』に 「似；説温室洗浴衆僧経者。夫以矩暗生死之中。溺秀昏｜民
之外。既朗諸法。愛情凹生。先行困満。故.fjヰ箆例。暢四緑於舌端。流八音聴口口
口七階之勝福。」 【T.85p536脚註＠】「⑫大英博物館蔵倣；臨本，S.2497，首題新加」
(T.85 no.2780 p.536c, 1.21・24）とほぼ一致する文例が見られ、同文例はほかに、
円法句経i疏』 に 「天竺党背枕日θ~I吃。 此t±＼詳言名局究者。 無明如来濁秀重幽。 孤
l列臣夜照達有無。解窮民俗。1'.t行闘満。導↑吾群生。故栴箆例。暢四緋於舌端。敷
八背於聴表。談法性別名義倶空。」 【T.85p.1435脚註＠】 「⑫側；蘭西図民図書館蔵
倣士皇本， P.2325」 (T.85 no.2902 p.1435c, 1.18 22）と、法閥、撲 『稼槻無量諮仰綴
記』に 「説者口輪宣I自揚凶鰭於舌端流八背於聴表故云名」（SZ.22no.405 p.246b, 
1.3 4）とある。
(37）『妙法連帯経変波徒会」巻下に 「第凶成就復有七種。一者積極成就。如経舎利弗
諸仰如来深入無際。成就一切未曾有法故。二者言語成就。謂得五種美妙音主主言諮
説法。如経如来f車種種分別巧説諸法言語字柔軟悦可衆心故。三者相成就。如経j上合
利弗不須復説故。合法器衆生心己満足故。四者堪成就。所有一切可化衆生。皆知l
如来成就希有勝功徳＠能説法故。如経合利弗仰所成就第一希有望！！解之法放。五者
向！~五日軍成就説不可帯。 如1絞合軍1J9!lll佐例輿fo)fl説法諸f!)fl如来能知彼法究党立中目故。言
'CT相者。 調如来厳法身之飽不~義故。 六者1'1:飽成就。 如来所設一切諸法唯例如来
自詮得故。 如経合利弗l唯仰如来女［｜一切法故。 七者随JI民衆生意。 ~設修行法成就。
彼法何等如是等放。白日絡会利弗l唯仰如来能設一切法故。」 【T.26p.6胸l註＠】 「［能
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説法J－RR」（T.26no.1519 p.6a, l.1-17）とある。『法華論』では七穫を挙げ
るが、『論義』では六主主とし、 一、種事ft成就を法門成就に改め、六、 !fl！銀成就を
欠く。
(38）迦約延子造五百羅漢釈浮陀政燈訳（CE.437）『阿見公箆婆沙論』巻第三 卜七に
「復次於甚深十二因縁河。能議其底者。是名篤倒；。主主聞昨支仰不爾。如三獣＠度f>I。
謂免馬象免。 騰関l乃＠度馬或~其底。 或不悲底而＠度。 香象於一切時。 足踏其底而
＠度。如免＠度河。設問＠度因縁河亦復如是。如馬＠度河。肘；支｛弗＠度因縁河。亦復
如是。虫日香象＠度河。仰＠度因縁河亦復如是。」 【T.28p.277脚註＠】 「度＝波ORー」
CT 28 no.1546 p 277a. ll.15-21）と類似する文例が見られる。同箇所が五百大阿
緩僕等造玄柴訳 （CE.656）『阿毘達磨大毘婆沙論』巻第一百凶十三には 「有説。
若有於甚深縁起河能量源底。説名箆例。二乗不爾。放経l喰以三以i度河。調免馬象。
免於水上但浮而渡馬或履地或浮而渡。香象恒時路底而波。主主聞溺党及輿如来。波
縁起河如次亦爾。J(T.27 no.1545 p.735b, 11.16-21）とある。
(39）『法華問答』に 「（9/2-5）問。止止不須説者如智慧周J略物慈治。凶生何不；話機即
説而使I白土以要諸者何 答。洪鋭担任響。必待準而方I！鳥。大聖雄慈。亦待請而方説。
若諮而説。或致自讃之機有情方使令生企道之数」（T.85no.2752 p.199b, l.21-25) 
とほぼ一致する文例が見られる。これは 『問答』の方使品十僚の中、 第五番目に
当たる問答であるが、『問答』と 『論義』との先後関係を論ずる上で、文頭に｜附
く 「五」に注目すれば、 『問答」が 『論義』より先行することになる。
(40）籾刻本文中、丸岡い決数字の記号は、問答形式の記述を表す。以下問様。
(41）吉蔵撰『法華玄論』巻第六に 「問。得総漢意mi自知一乗。1.)得説法華方7'1知耶。
又方便品以簡員僑章二文相違。初云若'Cl得緩漢不信此法無有是彪。若不信此増上
慢人。非阿緩漢。此明羅漢必信一来。次文云除仰滅後現1liI無仰。l珂｛弗滅後羅漢亦
有不信一来。是以二文互相鉾楯。云何合通。」（T.34no.1720 p.405c, l.5-11）と類
似する文例が見られる。
(42）智雲 （CE.VII)撰 『妙経文句私志記』巻第三に 「此義等者結歎理深助物精意此
結経之義既1羽岡是難明若非精力II意l忍則~！！~能合放須加l意詳審若得向明敏合前諸敬意
則殊途而問師百l童市一致不加詳審而意書！~不！折設失此二通産｝］不開別也。」（SZ .29
no.596 p.193a, ll.14-18）と類似する文例が見られる。
(43）円維摩綬疏各第三』 に 「問。勝鐙綬云。j、L犬k日生育不見衆色。主主問如七日嬰児不
見日輪。如何今論説聞過生盲也。答。若見諦迎凡夫不能故。彼経説猶釦l盲人主主間
分得故。説如七日嬰児不見日輪。今設主主｜調不識恨性i故過生盲。刻：見諦flH也。」 【T
85 p.375胸l註＠】 「⑫仰関西岡民園書館蔵倣；臨本， P.2049」（T.85no.2772 p.388c, 
ll.7-12）と類似する文例が見られる。
(44）『法華経玄賛要集』巻第一に 「仰向歎法師妙中。三番五段。謹型r不図。功徳不満。
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設~~不深也。 ~p ：；！（：第二了義。一切投開畔支例。 所不能知。 唯例刻l故。 由此名玄。
二者疏主自謙。放智論云。凡夫観仰性。由虫日生盲人。二乗観仰性。立日嬰児見月。
地前菩薩如病限人。 初j地至七地主日電光。 入観即見。 出産自~p無。 八九如隔緩穀中見
月。 十地菩薩l惟 自見性。 不見他仰性。 ~fl是黒H音義。」（SZ . 34 no.638 p.l 77b, l.2-9) 
と類似する文例が見られる。
(45）『妙法蓮華経』方使品に 「爾時大衆中。有諸主主問漏君主阿羅漢阿若惰陳如1等千二百
人。 及委主主聞僻支仰心比丘比丘尼俊婆塞優婆夷。 各作是念。 今者世尊。 何故！感~！
稿歎方便而作是言。 例所得法甚傑難解。有所言説意趣難知。一切主主開店宇支仰所不
能及。｛弗説ー解脱義。我等亦得此法到於湿集。市今不知l是義所趣」（T.9no.262 
p.6a, I. 28 p.6b, l. 6）とある。
(46）『妙法蓮華経憂波提舎』巻下に 「白此巳下次依示現三種義説。一者決定義。二者
疑義。三者依何事疑義磨、官善知。決定義者。有設問方使得議深法作決定心。＠於
主主聞道中得方使湿繋詮故。如是二種護法。示現有箆無矯法放。如経爾時大衆中有
諸主主聞j属議阿羅漢次第乃至亦得此法歪lj於浬繋故。言疑義者。謂諸主主聞畔支｛弗等不
能得知。是故生疑。如経而今不知I是義所趣故。依何事疑義者。聞如来説建問解脱
輿我解脱不異不別是放生疑。謂生疑者生因中疑。此事云何此事云何。此以如来数
数局設甚深境界。jlj説甚深後設甚深不問主主問。以如是故生疑。如経爾時金利弗知
凶衆心疑次第乃至而設備言。」 【T.26p.6胸註＠】 「於＝相。＠」 （T.26no.1519 
p.6b, L.19 p.6c, l.4）とある。
(47）『妙法蓮華経』方便品に 「爾時金利弗知四衆心疑。自亦未了。而白例言。世尊。
何悶何縁。態数都歎諸仰第一方使。甚深微妙難解之法。我自昔来未曾従併問如是
説。今者四衆戚皆有疑。＠唯願1虻尊。敷演Jtr事。位尊何故態主投稿歎甚深微妙難解
之法。爾H寺会利弗欲重宣此義。市説偽言」 【T.9p.6胸l註＠】 「l惟＝惟6・」（T.9
no.262 p.6b, lL.7 13）とある。「三比三請の第一請」
(48）『妙法蓮華経』方便品に 「爾時仰告舎利<mo止止不須復説。若説是事。一切世間
諸天及人皆嘗驚疑。舎利弗重白｛弗言。 世尊。e1唯願説之。。l准願設之。所以者何。
是曾無数百千蔦億阿僧祇衆生。曾見諸例。諸恨猛利智慧明了。聞悌所設則能敬f言。」
【T.9p.6脚註＠】「l惟＝惟②リ （T.9no.262 p.6c, l. 7-12）とある。「三止三請の
第二止・第二請」
(49）『妙法蓮華経憂波提合』巻下に 「自此＠以下次依示現四種事説。一者決定心。二者
因授記。三者取授記。四者輿授記店長官善知。云何決定心。巳生驚怖者令断驚怖。
以矯利主主二種人故。是故如来有決定心。此驚怖者五種謄知。一者損驚怖。謂小乗
衆生如所問主草取以馬主fo誘無大乗起如是心。如来説言阿羅漢果究克浬集。我畢克
取如是浬集。是放羅漢不入浬紫如是驚怖。二者多事驚怖。調大乗衆生間菩薩道劫
数長遠種種苦行起如是心。｛弗道長遠。我於;W,量無遁劫中行菩薩行久受勤苦。如是
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念放生驚怖心。以是放起取呉乗心如是驚1布。三者顛倒驚怖。翻心分別有孜我所種
種身。。見諸不善法如是J驚怖。四者心↑毎驚↑布。調大f窓会利弗等起立日是心言。 我不
謄修諮如是小乗之法。如是悔巳心即自J:。mi此心悔名篤驚判官。此義謄知。五者諮
驚怖。調増上慢主主間之人起如是心。云何如来訪f於我等如是驚怜i。」 【T.26p.6胸l註
＠】 「以下＝己③③③」 【T.26p 6脚註＠】 「見＝現0R」（T.26no.1519 p.6c, l.5-
25）とある。
(50）『法華問答』 に「 （41/6-3） 問。 菩薩~心理店長進発。 有作iJI埠擬退作費問。 依頼退由
示其性弱 答。此至本愛大心希大果中間須行八議四千波羅蜜行。後経三大阿僧祇
時。!ilfE言鼓玄持於法流怯長波市自息。由是菩薩退作主主問。故上文言側道長遠久受
勤者乃可得成。 我等疲極。 今言退選~11 自諮也。」（T.85 no.2752 p.20la, l.13 19) 
とほぼ一致する文例が見られる。
(51）『妙法蓮華経憂波提合』巻下に 「因授記者。如経止止合利弗不須復説。若設是事
一切世間諸天人等皆生驚怖放。此図授記皆生驚怖者有三種義。一者欲令彼諸大衆
推求甚深妙境界i故。二者欲令彼諸大衆生尊重心。畢党欲聞如来設故。三者欲令請
増上慢主主問之人捨離法座而起去故。第二請者。示現過去無量諸仰教化衆生。如経
是合無数次第7'1至間｛弗所設則生敬信故。第三請者。示現今fi}f：数化衆生。如経今此
曾中如我等比次第乃至長夜安隠多所健主主故。」（T.26no.1519 p.6c, 1.26 p.7a, I. 7) 
とある。
(52）『妙法蓮華経』方使品に 「仰復止舎利弗。若説是事。一切1世間天人阿修雑。皆；首
驚疑。増上慢比丘！降墜於大坑。」（T.9no.262 p.6c, l.16-17）とある。「三止三請の
第三止」
(53）『妙法蓮華経』方使品に 「爾時金利弗重白仰言。 位尊。GI唯願説之。。l唯願設之。
今此倉中。如我等比百千蔦億。世世巳曾｛定例受化。如此人等必能敬信。長夜安際
多所鋭益。J【T.9p.6胸註＠】 「l惟＝惟＠・」 CT9 no.262 p.6c, ti. 21-24）とある。
「三止三請の第三請」
(54）『法華経玄賛要集』巻第十八には 「経云l唯願説之唯願説之者。紀図云。重言者。
表自他二利也。」（SZ.34no.638 p.580b, ti.9 10）とある。
(55）『妙法蓮華経』方使品に 「爾時世尊告合利弗。汝巳態惣三請。宣得不説。汝今諦
聴。 善思念之。 吾2吉~汝分別解説。 設此語l待。 合中有比五比丘尼優婆塞俊婆夷五
千人等。 ~ll従座起櫨例而送。 所以者何。 此輩罪恨深重及橋上慢。 未得謂得。 未詮
調設。有如』：七失。是以不住。1立尊＠歎然而不市lj止 爾時f弗告舎利弗。 我今此衆~！時
復枝葉。純有＠貞1'£。合利弗。立[J走増上慢人。退亦佳失。汝＠今善穂。首矯汝説。
金利弗言。 l惟然世尊。願幾欲問。」 【T.9p.7胸l註＠】 「歎＝I県⑧」 【T.9p.7脚註
＠】 「貞二長⑩’」 【T.9p.7胸l註＠】 「今＝令＠」（T.9no.262 p.7a, ll.5-15）とあ
る。
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(56）『妙法蓮華経憂波提会』巻下に 「取授記者。以合利弗等欲得授記。如経仰告舎利
弗汝巳三議室得不説汝今諦聡如是等放。」（T.26no.1519 p.7a, I. 7-9）とある。
(57）『妙法蓮華経』方便品に 「仰告合利弗。立l是妙法。諸例如来時乃説之。如＠優ID鉢
華l時一現耳。合利弗。汝等詣信仰之所設言不｝$：妄。舎利弗。諸似i随宜説法意趣難
解。所以者何。我以事！［ ~数方便積極因縁笹H食＠言語字演説諸法。 是法非思量分別之所
能解。H佐有諸｛弗〕う能知之。所以者何。諸仰世尊。唯以一大事因縁故出現於世。合
利リl。云何名諸倒：1堂尊唯以一大事因縁故出現於1立。諸｛弗世尊。欲令衆生閲俳知見
使待清海放出現於世。欲示衆生fi}；＠之知l見放出現於世。欲令衆生悟仰知見故。出
現於1立。欲令衆／巨人側l知l見道放出現於世。舎利弗。是篤諸｛現；以一大事因縁il&出現
ll~世」 【T.9 p.7脚註＠】 「Udumbaia.」【T.9p.7脚註＠】 「言語字＝言詞③下問」
【T.9p 7脚註＠】 「［之］ー ⑧’」 （T.9no.262 p.7a, 1.15-28）とある。
(58）『妙法蓮華経変波提合』巻下に 「輿授記者六種熔知。一者未聞令問。二者説。三
者依何等義。四者令住。五者依法。六者遮。未問。者令問。如経舎利弗如是妙法
諸倒；如来日寺乃設之如僚会鉢華如是等l故。説者。如縫合利弗我以無数方使種種因縁
轡H食言僻演説諸法如是等放。積極因縁者。所制三乗。彼三乗者H佐有名字主主句言説
非有＇［＇［ 義。以彼l主義不可説故。依何等義者。如経舎利弗言者側世尊I佐以一大事因縁
故出現於1仕立日是等故。一大事者。依四種義懸賞善知。何等主主四。一者無上義。i唯
除如来一切智。知更無鈴事。如経欲開仰匁1見令衆生知得清伊放出現於世故。仰知
見者。如来能登以如1'.f知彼深義故。二者同義調諮主主聞畔支例。Pi法身平等。立日経欲
示衆生f.Jl；匁｜見放出現於世故。法身平等者。側；性法身無差別故。三者不知I義。調諸
主主聞畔支f.Jll等不能まII彼良質彪l故。 此言不~］長fr~患者。 不知］究党唯一例乗故。 如l経
欲令衆生悟世Il知見放出現於世故。四者令詮不退斜地。示現欲輿無量智業故。如経
欲令衆生入仰知見放出現於世故。 又復示者。 ~諸菩薩有疑心者。 令知如質修行故。
又悟入者。 未~心者令~心故E~心者令入法故。 又復悟者。 令外道衆生生究↑音放。
又復入者。令得主主聞小乗果者入菩提故。令住者。如経舎利弗但以一仰乗故銭衆生
説法放。依法者。立日経舎利i;l過去諸例以mf盆無数方使種種醤l聡因縁念税方使説法
是法皆篤ー似i采欣如I是等放。言醤H食者刻l依牛放。得有乳酪生麻熟麻＠及以醍醐。
此五l床中醍醐第一。 小乗不如其猶如乳。大乗鈴最猶如醍醐。此H食所明大乗無上。
諸致問等亦同大乗無上義故。主空間同者。此中示現諸仰如来法身之性向。諸凡夫主主
聞之人畔支fi}；等。法身平等無差別故。此義皆是響喰示現因縁之義如前所説。言念
観者。小采諦中人1tf我等。大乗諦中長如質際法界法性。及入者！（我法無孜等種種観
故。言方使者。於小乗中在日｜塗界入。厭苦i級苦得解脱l故。於大乗中諸波縦蜜。以凶
紙法磁取自身他身。利主主1島I治法i枚。遮者如経舎利弗十方世界中向1f二乗何況有三
如是等放。主！［二乗者。前1!l二乗所得浬然。l唯有如来誇大菩提。究覚満足一切智慧
名大浬数。非諸主主閉店昨支例等有浬祭法。唯一｛弗乗故。一例乗者。依四種義設店長賞
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善知。如来依此六種授記。是故前説何等法云何法何似法何相法何健法如是示現。
何等法者。 詳j未曾開放。 云何法者。 諮種種言齢醤除額説放。 何似法者。 所謂I惟~
一大事故。何相法者。魚随衆生探説諸併l法i枚。事可能法者。所制l惟有一乗健故。一
乗他者。所論諸仰如来平等法身。彼諸i設問店時支例乗非彼平等法身之憾。以因果行
観不信ll。」 【T.26p.7脚註＠】 「者令聞＝令問者。」 【T.26p.7脚註＠】 「及＝乃
＠」（T.26no.1519 p.7a, l.10 -p.7c, L.9）とある。
(59） 『妙法蓮華経』 方便品に 「舎利弗。 如来但以一例乗故矯衆生説法。 ~！t~有吉宗乗若三
若三。 舎利弗。一切十方諸例法亦如：是。」（T.9no.262 p. 7b, IL. 2 4）とある。
(60）『妙法蓮華経』 方使品に 「舎利弗。 十方世界中向~lt二乗。 事lj況有三。」（T9 no.262 
p. 7b,I. 22-23）とある。
(61）『妙法蓮華経』 方使品に 「舎利弗。 諸併出於五溺怒世。 所請が~i濁煩↑街j鈎衆生濁見
i濁命濁。如是舎利弗。劫濁商LH寺衆生垢重。樫食嫉＠妬成就諸不善恨故。諸｛弗以方
便力。於一例乗分別説三。 舎利弗。若我弟子。自制阿羅漢畔支例者。不問不知諸
仰如来但激化菩薩事。此非例弟子。非阿総決。非E伴支例。」 【T.9p 7 I凶l註＠】 「妬＝
栃⑩⑧」（T.9no.262 p. 7b, I.23 29）とある。
(62）『妙法蓮華経憂波提合』巻下に 「自此＠以下如来説法。i号断四種疑心服知。何等凶
疑。一疑何時説。二疑云何知是増上慢人。三疑云何湛説。四疑云何如来不成妄語。
何時説者。諸仰如来於何等時起種種方使説法馬断此疑。如経舎利弗諸｛弗出於五濁
悪1世所請がj濁如是等放。云何知是増上慢入者。如来不矯増上慢人而説諸法。云何
知彼是増上慢馬断此疑。立日経若有比丘'Iif尋l河経淡者若不信是法背任有是庭如是等故。
云伊iJ'tl読者。従仰開法而起誘心。如来日限是不堪説人云何不成不湛読人局断此疑。
如経除例滅度後現前1nt例如是主事故。云何如来不成安話者。此以如来先説法典今説
法巽。云何如来不成妄語矯断此疑。如経合利弗汝等懸賞一心信解受持仰諸諸f弗如
来言無1；往妄無有吉宗乗l唯一例莱故。j【T.26p. 7脚註＠】「以＝巳0R'J(T.26 
no.1519 p.7c, 1.10-26）とある。
(63）『法整問答』には 「（80）問。云何名五湖。何者是Ti.濁 平年。 濁商L不行！？将名之~濁。
濁義不同有其五。純一劫二煩悩三衆生1!9見五命。劫おI与也。1;!1中有主主樹故日劫濁。
煩悩者令凶住他門名煩悩。煩悩迷心名局煩↑簡j街。衆者宇宙L行人名馬煩悩i街。法成生
名衆生濁。 邪見決断名~見濁。 違持色以名之~命館従名命j濁江何右手命申夫名矯命
樹。出館者以衣食等命縁銭劫濁飽。以食｜仮綴三帯魚煩悩濁様。以命線箆衆生濁館。
以五見便局見濁。以命恨免憾」（T.85no.2752 p.203b, 1.26 -p.203c. 1.7）とある。
(64）婆政雄豆造民諦 （CE.499569）訳（CE.563-567）『阿見迷隣倶合得論J巻第九に
「何者鋳五j街。一命濁。二1;!1i出。三惑j濁。凹見湖。五衆生濁。下劫終末命等五五支
箆最下。 巳成浮故。 説名~i街。 由前二濁。 次第煩減存命。 及J員減梁真。 復l羽二濁
損減助善。 何以故。因此二濁。有諸衆生。多修習欲塵繁行及自苦行。能損在家出
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家助善。由後一濁鍋滅自身身量。色無病力智念正!liJ不動。此徳！壌放。」（T.29no. 
1559 p.222a. l.l 8）と、同箇所が世親造玄奨訳 （CE.651-654）『阿毘達磨倶合論』
巻第十こには 「言五濁者。－；；~i~:J。二劫溺。三煩悩濁。 四見溺。 五有情濁0 1;}1減
将末。持等面目下如律検l故。説名馬濁。由百IJ二溺。如其次第。お命資具極被衰損。
i却次二濁。普品衰損。以耽欲梁自苦行故。或領在家出家普故。由後一樹衰損自身。
諮壊自身身量色力念智勤勇及無病故。J(T.29 no.1558 p.64a. 1.21 27）とある。
また、智鎖 （CE.538・597）説准頂 （CE.561632）記 （CE.584）『仁王護閤般若経
疏』巻第五に 「mi五溺也。一命溺。二劫濁。三煩悩濁。l引見濁。五衆生濁。」 （T.33
no.1705 p.285c. 1.3 5）と、良賞 （CE.717-777）述 （CE.766）『仁王議関般若波縦
蜜多経疏』巻下三に 「解目。言五溺者依倶合論第十二云。所詞＠命濁1;}）濁煩悩濁
見溺衆生濁也。」 【T.33p.521脚註＠】 「命＝今⑪」（T.33no.1709 p.52la. 1.13-
15）とあって、 『論義』に記される五濁の用語及び配列と一致する。なお、『仁王
諮図般若波繰蜜多経疏』巻下ーには 「稗本文者。然此品経古徳西I珂寺淑I）法師 ・玄
範法師＠紀園寺慈静法的皆以此品矯流通分。天台智者道安法師・安図＠大法師皆以
此品篤正宗分。!lit皆諸迎倶有所滋。」 【T.33p494胸l注⑪】 「紀＝化⑪」 【T.33p.494 
！則自：＠】 「［大］ー ⑪」（T.33no.1709 p.494c. 1.8 12）と慧浮の名（異例）を出す。
(65）『妙法蓮華経』方便品に 「又舎利弗。是諸比丘比丘尼。白調巳得阿羅漢是最後身
究党浬集。使不復志求阿縛多羅三貌三菩提。首知此輩皆是増上慢人。所以者何。
若有比丘tr得阿緩淡。若不信此法。無有是民主。｜徐例滅度後現前無例。所以者何0
f91：滅度後。如是等絞。受持説諦解義者。是人難得。若過徐例。於此法中使得決了。
舎利弗。汝等賞一心信解受持仰話。諸θ｜；如来言j既成＠妄。者！t有徐乗l唯一例来。」 【T.
9p7脚註＠】 「妄＝忘⑧」（T.9no.262 p.7b. 1.29 -p.7c, 1.9）とある。
(66）「如見熔知火」という文例は、『大智度論』巻六十七に 「或性相奥如見畑知火畑是
火相而非火＠也。」 【T.25p.528脚註＠】 「［也］ （聖乙）＠」 （T.25no.1509 
p.528b. l. 26）とあるほか、多数の章疏に散見される。
(67）『法整問答』には 「(11/27） 問。 経云若比丘'I'f得阿羅漢。 若不信此法~lit有是民主。
若示一切を空間皆!I授記。云F可決定性遊間阿羅漢而不授記作例 答。依仰数故生信。
自未解放不記。放上文言信仰↑吾故随JI阪此経。非己智分即其詮也」（T.85no.2752 
p.199b. 1.29 -p.199c. 1.4）とある。
(68）『妙法蓮華経』化城I食品に 「我於吉宗図作仰。吏有異名。」（T.9no.262 p.25c, 11.16 
17）とある。
(69）『妙法蓮華経』方使品に 「或説＠修多縦 ＠伽｜吃及＠本事 ＠本生＠未曾有 亦説於
＠因縁 ＠笹H都千＠祇夜 ＠俊＂＇i皮提合経」【T.9p.7胸l註⑪】 「Sutra.」【T.9p.7脚
註＠】 「Gath亙」【T.9p.7脳l註＠】 「本事Iti vrttaka.」［T.9p.7胸l註＠】 「本生
Jataka. 」【T.9p.7脳l註＠】 「未曾有 Adbhuta.」【T.9p.7脚註＠】 「因縁Nid亙na.J
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【T.9p.7脚註＠】 「密輸Aupamya.J【T.9p.7胸l註＠】 「Geya.」【T.9p.7脚註
＠】 「Upadesa.J【T.9p.7脚註＠】 「波＝婆⑩」（T.9no.262 p.7c, 11.25-27）とあ
る。
(70）『法整問答」には 「（71）問。方便品中馬小乗人説九昔日経。十二部中不説何経 答。
無授記経。 無無自説経。 書l~方康総」 CT85 no.2752 p.203a, 11.18-20）とある。
(71）『阿毘曇毘婆沙論』巻第一に 「仰亦如是気鋭益他設十二部経。一修多雑。二祇夜。
三婆伽羅那。四伽＠他。五優陀司I。六尼陀那。七阿波陀却I。八伊帝＠目多伽。九閣
陀伽。十毘僻；日告。十一阿浮陀遥＠摩。十二優＠婆提合。」 【T.28p.2脚註＠】 「他＝
陀②＠」【T.28p.2脚註＠】 「目＝日⑧⑪」 【T.28p.2脚註＠】 「l寧＝磨②＠」【？
28 p.2脚註＠】 「婆＝波己＠」 （T.28no.1546 p.2b, l.1-5）と、問箇所が 『阿毘遠
路大毘婆沙論』巻第ーには 「開示演説卜二分数。一契経二態頒三記別四調怨i五自
説六縁起七醤喰八本事九本生十方腐 ，＿ー 希法十二論議。」とある。また、智鎖説
濯頂述 『妙法蓮華経玄義』巻第六上には 「稗法名者。上起教中己説。今標名互有
不問。翻言事多奥。今依大智論。襟名者。－1背多緩。此云法本。亦云契経。亦線経。
二祇夜此云重頒。以偶頒（府多羅也。三和初lf.削I。此云授記。l姐伽陀此云不重頒。
亦略言偶耳。凶句篤鎖。如此問詩頒也。五優陀司I。此云無問自説。六尼陀那。此
云因縁。七阿波陀男I。此云醤日成。八伊帝目多伽。此云如是認。亦云本事。九閣陀
伽。此云本生。十毘仰｜略。此云方底。十一阿浮陀達態。此云未曾有。十二優波援
金。此云論議。」（T.33no.1716 p.752c, 1.25 p.753a, 1.6）とある。語義解釈は、
（水野弘元 [1972]pp. 78-86）に詳しい。
(72）懐素撰 （CE.682）『四分律関宗記』巻第一に 「第二党云抵夜 （此云謄頒）。以長行
中。説義不輩。日産吏悠i線。名馬l怠頒。故婆沙云。依前散説契経文句。後結篤頒。
而調誠之。首云重調偽。謂以偽文覆諦前i法。或臼等調。義不越本。l故名篤等。」
(SZ.42 no.735 p.357c, 1.22 p.358a, 1.1）と類似する文例が見られる。
(73）『四分律関宗記』巻第ーに 「第九閑陀伽 （此云本生）。所謂自説往報曾矯某類。然
倒無2哲生廃故。 設生 llff本。 故婆沙云。 調諸経中。 宣説過去所経生事。 立ll!f~鹿等。
第十枇例略 （此云方旗。 或日方等）。 直説~方。 理弘魚股。 放婆沙云。 方股云何。
諸諸経中。既設種種甚；深法義。」 （SZ.42no.735 p.358b, l.1-5）と類似する文例が
見られる。
(74）『妙経文句私志記』巻第十二に 「此是略明現文九部党也若十二者更加其謂康問記
党云附tf;Jll略此云方底謂諮義員正直而廃大気求1!!€ t菩提成度一切衆故也」（SZ.29
no.596 p.446b, ll.15 18）と類似する文例が見られる。
(75）遠法師 （CE.523592）撰 『大乗義章』巻第一に 「第十一者名阿浮陀達摩。此糊名
~未曾有経。 ＠青牛行鉢。 白狗聴法。 諸天身量。 大地動等。 l蹟古希奇。 名未曾有。
説此希事。名未曾有経。」 【T.44p.470脚註＠】 「浬祭綬第十四党行品」（T.44
( 145) 
紀国寺慧#f•の 『法華経絡述』 考(1) （金）
no.1851 p.470b, Ll.5-8）と類似する文例が見られ、同文例が、慧迷述 『浬繋義記』
巻第五に 「阿浮｜位達磨者此翻名馬未曾有経。背牛行鉢白狗撚法諸天身量大地動等
l航古希奇名未曾有。野説！析事名未曾有経。」（T.37no.1764 p.747c, l.3-6）と、吉
蔵撰 「大衆玄論』 巻第五に 「未曾有紹i~：！＇奇善事 。虫[I背牛行鉢白狗勝経大地振動。」
(T.45 no.1853 p.64c, L. 28-29）と、 『法華義疏』巻第四に 「未曾有調善事。如背牛
行鉢白狗務経大地辰野J諸天身量。」（T.34no.1721 p.500b, ll.26-27）とある。
(76）世宗 （CE.1397-1450）二八 （CE.1446）年に創製され、当初の名称は 「訓民正青」
とL、う。
(77)本書の令名及び1可j記のみは、（起＂珂 基 ［1959]p.21）・（朴相図 ［2001]p.50註
(23） にも言及されている。
(78）仏宝寺利通度寺 ・法宝寺手ljf毎印寺とともに、僧宝寺剃として韓国の三宝寺剃のー
つである。
(79）国家記録遺産ホームページ 〔http://www.memorykorea.go.kr:7779/webs/ sear 
ch/view seoji.jsp?s kdcd=l2&s_asno=02060000&s_ctcd=00&s_cnum=000l&pg= 
i〕
(80）韓国文化財庁ホームページ 【巻一 ・二】 〔http://www.cha.go.kr/korea/herita
ge/search/Culresult Db Vi巴w.jsp?V dk V gwKey=l2,02060000,36〕【巻五 ・六】
〔http://www.cha.go.kr/korea/heritage/search/CulresultDb View.jspつVdk
V gwKey=l2,14680000,36〕
(81）僧貸宗主IJ1雪渓叢林松股ミキホームページ 〔http://www.songgwangsa.org/commu
nity /boardjr.jsp?key=&keyword=&cpagel=&cpage=&pageper=&board no=24 
86&fid =&gu bun =06&yyy y mmdd =&yyyymm=&top _men u_idx=3&reply _no=& 
rtn＝〕
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